
【
判
例
総
合
研
究
］

遺
産
分
割
審
判
に
お
け
る
二
つ
の
問
題
点

一

－
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所
の

　
　
審
理
判
断
権
お
よ
び
遺
産
・
持
戻
財
産
の
評
価
i

浦

本

寛

雄

遺産分割審判における二つの問題点　8

　
目
　
　
　
　
次

　
　
家
事
審
判
の
性
質

　
　
遺
産
の
範
囲

　
　
相
続
人
た
る
地
位

　
　
遺
産
分
割
協
議
の
成
否

　
　
特
別
受
益
の
有
無
（
以
上
本
号
）

e口倒
　四

固
一
　
は
　
じ
　
め
　
に

二
　
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
と
家
庭
裁
判
所
の
審
理
・
判
断
権

　e　遺

産
の
評
価
時
期

　
口
　
持
戻
財
産
の
評
価
時
期

　日

　
遺
産
共
有
の
性
質

四
　
む
　
す
　
び
（
私
　
見
）

三
　
遺
産
お
よ
び
持
戻
財
産
の
評
価
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説

は
　
じ
　
め
　
に

訟百冊

　
遺
産
分
割
事
件
は
、
家
庭
裁
判
所
が
と
り
扱
う
審
判
事
件
の
中
で
も
最
も
困
難
な
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
は
、

大
ぎ
く
は
、
多
数
の
共
同
相
続
人
の
間
に
錯
綜
し
た
複
雑
な
利
害
の
対
立
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
案
上
の
問
題
点
と
、
遺
産
分
割
に
関
す
る
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ェ
レ

体
法
・
手
続
法
上
の
規
定
に
不
備
な
い
し
は
不
明
確
な
点
が
多
く
あ
る
と
い
う
立
法
上
の
問
題
点
と
の
二
点
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
遺
産
分
割
事
件
の
中
に
含
ま
れ
る
具
体
的
な
問
題
点
は
実
に
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
遺
産
分
割
の
前
提
問

題
と
こ
れ
に
た
い
す
る
家
庭
裁
判
所
の
権
限
の
問
題
、
お
よ
び
遺
産
と
持
戻
財
産
の
評
価
を
め
ぐ
る
問
題
の
二
つ
を
次
の
理
由
か
ら
と
り
あ
げ

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
相
続
財
産
の
範
囲
や
相
続
人
た
る
地
位
な
ど
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
に
争
い
が
あ
る
場
合
に
家
庭
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
・
判
断
し
た
上
で

分
割
審
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
ま
さ
に
非
訟
手
続
に
よ
る
裁
判
と
訴
訟
手
続
に
よ
る
裁
判
と
の
交
錯
す
る
面
に
お
け
る
問
題
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

リ
、
久
し
く
論
議
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
宮
井
忠
夫
氏
に
よ
る
優
れ
た
判
例
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
後
最

高
裁
の
決
定
が
下
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
事
情
が
加
わ
っ
た
し
、
特
に
家
事
審
判
の
性
質
を
め
ぐ
る
最
高
裁
の
判
断
の
変
遷
に
は
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
次
に
、
遺
産
お
よ
び
持
戻
し
財
産
の
評
価
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
法
規
と
実
態
と
が
乖
離
し
て
い
る
状
態
の
中
で
法
解
釈
上
従
来
の
理
論
を
前

提
と
し
て
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
生
じ
て
い
る
分
野
で
あ
り
、
特
に
遺
産
の
共
有
関
係
の
法
的
性
格
の
再
検
討
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
、
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

な
理
論
構
成
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
判
例
を
大
量
に
検
討
し
て
み
る
と
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
さ
れ
て
き
た
理
論
に
よ

っ
て
は
説
明
し
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
、
判
例
上
か
な
り
多
く
生
じ
て
い
る
。
筆
者
は
、
右
の
指
摘
お
よ
び
提
唱
を
手
が
か
り
と

し
な
が
ら
判
例
研
究
を
通
じ
て
従
来
の
理
論
を
批
判
的
に
検
討
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
同
時
に
、
遺
産
お
よ
び
持
戻
し
財
産
の
評
価
に
関
す
る

問
題
全
般
に
わ
た
る
判
例
の
整
理
・
検
討
に
も
心
懸
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
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（（21
））

（
3
）

　
内
藤
頼
博
・
加
藤
隆
】
郎
「
東
京
家
庭
裁
判
所
身
分
法
研
究
会
編
・
家
事
事
件
の
研
究
」
ω
一
七
二
頁
。

　
宮
井
忠
夫
「
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
に
か
ん
す
る
紛
争
と
家
事
審
判
」
民
商
法
雑
誌
五
三
巻
三
号
、
他
に
網
羅
的
な
も
の
と
し
て
田
中
加
藤
男
「
家

事
審
判
と
民
事
訴
訟
の
交
錯
す
る
面
に
お
け
る
実
務
上
の
問
題
」
（
上
）
ケ
ー
ス
研
究
六
七
号
、
同
（
下
）
ケ
ー
ス
研
究
六
八
号
、
市
川
四
郎
「
家
事

審
判
に
お
け
る
実
務
上
の
問
題
と
判
例
」
家
裁
月
報
八
巻
一
二
号
。

有
地
亨
「
共
同
相
続
関
係
の
法
的
構
造
」
e
民
商
法
雑
誌
五
〇
巻
六
号
・
同
口
民
商
法
雑
誌
五
一
巻
一
号
、
同
「
特
別
受
益
者
の
持
戻
義
務
」
e
民

商
法
雑
誌
四
〇
巻
一
号
・
同
口
民
商
法
雑
誌
四
〇
巻
三
号
、
同
「
遺
産
の
分
割
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
号
九
三
頁
。

二
　
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
と
家
庭
裁
判
所
の
審
理
・
判
断
権

遺産分割審判における二つの問題点　8

　
民
法
は
、
遺
産
の
分
割
に
つ
い
て
、
共
同
相
続
人
間
に
協
議
が
調
わ
な
い
と
ぎ
、
ま
た
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
相
続

人
の
請
求
髪
象
庭
裁
判
所
が
審
判
髪
孟
退
産
の
分
製
穿
も
て
い
る
（
雄
る
．
こ
の
橋
窒
い
豪
庭
裁
判
霞
、
遺

産
分
割
の
前
提
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
場
合
に
そ
れ
を
審
理
・
判
断
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
、
審
判
．
決
定

例
と
も
に
対
立
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
基
礎
に
は
、
家
事
審
判
そ
の
も
の
の
性
質
を
い
か
に
把
握
す
べ
ぎ
か
と
い
う
大
き
な
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
こ
の
家
事
審
判
の
性
質
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
上
で
、
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
に
関
し
て

は
重
要
と
お
も
わ
れ
る
四
つ
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
e
遺
産
の
範
囲
、
目
相
続
人
た
る
地
位
、
日
遺
産
分
割
協
議
の
成
否
お
よ
び
四
特
別
受
益

の
有
無
を
と
り
あ
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
あ
る
財
産
が
遺
産
に
属
す
る
か
否
か
（
財
産
が
相
続
権
の
対
象
と
さ
れ
る
か
否
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
財
産
の
所

有
権
が
被
相
続
人
に
属
す
る
か
否
か
）
、
あ
る
者
に
相
続
権
が
あ
る
か
否
か
、
相
続
人
が
家
庭
裁
判
所
に
遺
産
分
割
審
判
を
請
求
す
る
権
利
が

あ
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
相
続
人
の
あ
る
者
が
受
け
た
生
前
贈
与
が
民
法
第
九
〇
三
条
に
よ
っ
て
持
戻
す
べ
ぎ
財
産
で
あ
る
か
否
か
な
ど
、
い

ず
れ
も
権
利
の
存
否
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
権
利
の
存
否
に
関
す
る
問
題
が
本
来
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
確
定
さ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
パ
ヱ
レ

こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
終
局
的
に
は
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
直
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説壬ム
肖冊

ち
に
家
庭
裁
判
所
が
審
判
に
際
し
て
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
き
審
理
・
判
断
す
る
権
限
を
も
否
定
し
さ
る
も
の
で
あ
る
か
、
家
庭
裁
判
所
は
常
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
民
事
訴
訟
の
判
決
が
確
定
す
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
民
法
九
〇
七
条
に
い
う
遺
産
分
割
審
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
解

す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
遺
産
分
割
審
判
の
性
質
を
い
か
な
る
も
の
と
把
握
す
べ
ぎ
か
の
基
本
問
題
を
遺
産
分
割
事
件
に
お

け
る
実
際
的
要
請
と
ど
う
調
和
さ
せ
る
か
で
あ
る
。

　
学
説
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
主
に
は
遺
産
の
範
囲
お
よ
ぴ
相
続
人
た
る
地
位
に
関
す
る
論
議
の
中
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

家
庭
裁
判
所
の
審
理
・
判
断
権
を
肯
定
す
る
積
極
説
と
こ
れ
を
否
定
す
る
消
極
説
と
に
わ
か
れ
る
。
消
極
説
は
、
e
遺
産
分
割
の
前
提
と
さ
れ

る
事
項
は
い
ず
れ
も
本
来
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
確
定
さ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
り
、
審
判
は
存
在
を
確
定
さ
れ
た
実
体
法
上
の
権
利
を
前
提
と
し
て

民
法
お
よ
び
家
事
審
判
法
の
規
定
に
従
っ
て
そ
の
具
体
的
内
容
を
形
成
す
る
処
分
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
権
利
の
存
否
に
関

す
る
問
題
の
審
理
・
判
断
権
は
家
庭
裁
判
所
に
は
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
、
◎
審
判
に
は
既
判
力
が
な
い
か
ら
審
判
の
後
に
こ
れ
と
異
な
る
判
決

が
下
さ
れ
る
と
判
決
と
抵
触
す
る
審
判
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
法
律
関
係
が
複
雑
化
し
、
審
判
の
や
り
直
し
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

に
よ
っ
て
家
事
審
判
の
簡
易
迅
速
と
い
う
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
そ
の
論
拠
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き
家
庭
裁

判
所
に
審
理
・
判
断
馨
認
め
る
の
簸
塗
の
個
人
の
議
、
裁
判
姦
け
る
権
利
、
裁
判
の
公
開
な
ど
を
定
め
る
規
定
（
漂
な
、
萄
、
、
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

に
違
反
す
る
と
さ
え
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
権
限
を
肯
定
す
る
積
極
説
の
方
が
支
配
的
で

あ
る
。
積
極
説
は
、
e
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
審
理
・
判
断
は
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
分
割
審
判
を
行
う
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
こ
の
権
限
を
家
庭
裁
判
所
に
認
め
な
い
と
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
、
目
民
法
が
遺
産
分
割
事
件
を
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
し
家
事
審

判
法
が
こ
れ
を
乙
類
事
件
と
し
て
審
判
す
べ
き
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
審
理
・
判
断
を
家
庭
裁
判
所
に
一
応
委
せ
る
と
す
る

の
が
立
法
の
趣
旨
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
日
審
判
は
既
判
力
を
有
さ
ず
し
た
が
っ
て
審
判
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
争
い
が
終
局
的
に

確
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
審
判
の
結
果
を
不
満
と
す
る
者
は
訴
訟
に
よ
っ
て
争
う
機
会
を
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
家
庭
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

所
は
こ
の
審
理
・
判
断
権
を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
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遺産分割審判における二つの問題点　e

　
審
判
・
決
定
例
に
も
、
後
に
み
る
よ
う
に
消
極
説
を
採
る
も
の
と
積
極
説
を
採
る
も
の
と
が
あ
る
。
当
初
、
消
極
説
を
採
る
例
が
比
較
的
有

力
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
八
年
以
降
積
極
説
が
支
配
的
と
な
り
、
最
近
最
高
裁
大
法
廷
が
積
極
説
を
支
持
す
る
決
定
を
下
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
で
は
消
極
説
の
立
場
に
た
つ
審
判
・
決
定
例
は
み
あ
た
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
1
）
　
た
だ
し
、
野
田
愛
子
「
遺
産
分
割
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
三
一
号
一
〇
五
頁
は
、
特
別
受
益
の
有
無
に
関
し
て
異
論
を
唱
え
る
。

　
　
（
2
）
　
打
田
駿
一
「
相
続
財
産
の
範
囲
の
確
定
」
家
族
法
大
系
W
二
一
〇
頁
以
下
、
有
泉
亨
「
中
川
編
・
註
釈
相
続
法
」
上
一
九
八
頁
、
宮
井
・
前
掲
論
文

　
　
　
　
三
七
七
頁
以
下
、
谷
田
貝
三
郎
・
宮
井
忠
夫
「
遺
産
の
範
囲
に
争
い
が
あ
る
場
合
と
家
庭
裁
判
所
の
審
判
権
」
（
判
批
）
同
志
社
法
学
六
九
号
七
〇
頁
。

　
　
（
3
）
　
森
松
万
英
「
遺
産
分
割
の
家
事
審
判
に
お
け
る
遺
産
の
範
囲
確
定
に
関
す
る
違
憲
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
七
七
号
四
九
頁
。

　
　
（
4
）
　
中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
（
法
律
学
全
集
）
二
〇
二
、
二
〇
三
、
二
〇
八
頁
、
山
本
戸
克
己
「
審
判
」
家
族
問
題
と
家
族
法
皿
二
二
一
頁
、
泉
久
雄

　
　
　
　
「
相
続
財
産
」
（
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
囲
）
三
七
二
、
三
七
三
頁
、
有
地
・
前
掲
「
遺
産
の
分
割
」
九
二
頁
、
同
「
青
山
編
・
注
釈
民
法
⑳
」
八
七

　
　
　
　
頁
以
下
、
我
妻
栄
「
遺
産
分
割
と
家
事
審
判
」
（
判
批
）
法
学
協
会
雑
誌
八
四
巻
二
号
三
〇
二
貝
、
谷
口
知
平
「
遺
産
分
割
審
判
の
合
憲
性
と
前
提
権

　
　
　
　
利
判
断
の
可
否
」
（
判
批
）
民
商
法
雑
誌
五
五
巻
四
号
六
二
四
頁
以
下
、
田
中
・
前
掲
論
文
（
上
）
五
頁
、
野
田
愛
子
「
遺
産
分
割
の
実
証
的
研
究
」

　
　
　
　
司
法
研
究
報
告
書
二
輯
五
号
一
〇
七
頁
、
綿
引
末
男
「
加
藤
編
・
家
事
審
判
法
講
座
」
一
巻
二
四
頁
、
岡
垣
学
「
加
藤
編
・
家
事
審
判
法
講
座
」
二

　
　
　
　
巻
八
三
頁
、
市
川
・
前
掲
論
文
八
頁
以
下
。

（一）

家
事
審
判
の
性
質

　
最
高
裁
は
、
昭
和
四
一
年
三
月
二
日
に
、
共
同
相
続
人
の
一
人
が
他
の
共
同
相
続
人
を
相
続
欠
格
者
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
遺
産
分
割
事

件
で
第
一
審
審
判
が
こ
の
主
張
を
退
け
て
分
割
審
判
を
行
っ
た
の
に
た
い
し
か
か
る
審
判
は
憲
法
三
二
条
お
よ
び
八
二
条
に
違
反
す
る
と
し
て

特
別
抗
告
し
て
き
た
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
決
定
（
大
法
廷
）
を
下
し
た
（
抗
告
審
は
原
審
判
を
相
当
と
し
て
抗
告
棄
却
）
。

　
　
〔
1
〕
　
「
家
事
審
判
法
九
条
一
項
乙
類
一
〇
号
に
規
定
す
る
遺
産
の
分
割
に
関
す
る
処
分
の
審
判
は
、
民
法
九
〇
七
条
二
、
三
項
を
承
け
て
、
各
共
同
相
続

　
人
の
請
求
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
が
民
法
九
〇
六
条
に
則
り
、
遺
産
に
属
す
る
物
ま
た
は
権
利
の
種
類
お
よ
び
性
質
、
各
相
続
人
の
職
業
そ
の
他
一
切
の
事
情

　
を
考
慮
し
て
、
当
事
者
の
意
思
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
後
見
的
立
場
か
ら
合
目
的
的
に
裁
量
権
を
行
使
し
て
具
体
的
に
分
割
を
形
成
決
定
し
、
そ
結
果
必
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要
な
金
銭
の
支
払
、
物
の
引
渡
、
登
記
義
務
の
履
行
そ
の
他
の
給
付
を
付
随
的
に
命
じ
、
あ
る
い
は
、
一
定
期
問
遺
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
分
割
を
禁
止
す

　
　
る
等
の
処
分
を
な
す
裁
判
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
は
本
質
的
に
非
訟
事
件
で
あ
る
か
ら
、
公
開
法
廷
に
お
け
る
対
審
お
よ
び
判
決
に
よ
っ
て
す
る
必
要
な
く
、

　
　
し
た
が
っ
て
、
右
審
判
は
憲
法
三
二
条
、
八
二
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
右
遺
産
分
割
の
請
求
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
審
判
は
相
続
権
、
相
続
財
産
等
の
存
在
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

　
　
ら
は
い
ず
れ
も
実
体
法
上
の
権
利
関
係
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
存
否
を
終
局
的
に
確
定
す
る
に
は
、
訴
訟
事
項
と
し
て
対
審
公
開
の
判
決
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
は
、
か
か
る
前
提
た
る
法
律
関
係
に
つ
き
当
事
者
間
に
争
が
あ
る
と
き
は
、
常
に
民
事
訴

　
　
訟
に
よ
る
判
決
の
確
定
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
遺
産
分
割
の
審
判
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
審
判
手
続
に
お
い
て
右
前
提
事
項
の
存
否
を
審
理

　
判
断
し
た
う
え
で
分
割
の
処
分
を
行
う
こ
と
は
少
し
も
差
支
え
な
い
と
い
う
べ
き
あ
る
。
け
だ
し
、
審
判
手
続
に
お
い
て
し
た
右
前
提
事
項
に
関
す
る
判
断
に

　
　
は
既
判
力
が
生
じ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
争
う
当
事
者
は
、
別
に
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
右
前
提
た
る
権
利
関
係
の
確
定
を
求
め
る
こ
と
を
な
ん
ら
妨
げ
ら
れ
る

　
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
判
決
に
よ
っ
て
右
前
提
た
る
権
利
の
存
在
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
分
割
の
審
判
も
そ
の
限
度
に
お
い
て
効
力
を
失
う
に

　
至
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
前
提
事
項
の
存
否
を
審
判
手
続
に
よ
っ
て
決
定
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
民
事
訴
訟
に
よ
る
通
常
の
裁

判
を
受
け
る
馨
閉
芝
妄
思
睦
な
い
奮
、
憲
法
三
二
条
杢
条
鐘
反
す
る
も
の
で
は
な
い
．
」
（
畷
顎
♂
難
響
パ
竃

　
こ
の
決
定
は
、
相
続
人
た
る
地
位
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
家
事
審
判
の
基
本
的
性
質
の
問
題
に
発
展
し
た
事
案
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
遺
産
分
割
審
判
に
限
ら
ず
家
事
審
判
一
般
の
性
質
に
も
関
連
し
て
注
目
す
べ
ぎ
決
定
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
こ
の
決
定
に
先
だ
っ
て

婚
姻
関
係
の
事
案
に
つ
ぎ
こ
れ
と
同
趣
旨
の
二
つ
の
決
定
を
下
し
て
い
る
。
家
事
審
判
の
性
質
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
立
場
を
理
解
す
る
上
で

必
要
で
あ
る
か
ら
次
に
こ
れ
ら
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
〔
2
〕
　
「
憲
法
八
二
条
は
『
裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
、
公
開
法
廷
で
こ
れ
を
行
う
』
旨
規
定
す
る
。
そ
し
て
如
何
な
る
事
項
を
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対

　
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
裁
判
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
憲
法
は
何
ら
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
法
律
上
の
実
体
的
権
利
義
務
自
体
に
つ
き
争
が
あ
り
、

　
こ
れ
を
確
定
す
る
に
は
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
け
だ
し
、
法
律
上
の
実
体
的
権
利
義
務
自
体
を
確
定
す
る
こ

　
と
が
固
有
の
司
法
権
の
主
た
る
作
用
で
あ
り
、
か
か
る
争
訟
を
非
訟
事
件
手
続
ま
た
は
審
判
事
件
手
続
に
よ
り
、
決
定
の
形
式
を
以
て
裁
判
す
る
こ
と
は
、
前

　
記
憲
法
の
規
定
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
り
、
立
法
を
獄
て
し
て
も
許
さ
れ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
家
事
審
判
法
九
条
一
項
乙
類
は
、
夫
婦
の
同
居
そ
の
他
夫
婦
間
の
協
力
扶
助
に
関
す
る
事
件
を
婚
姻
費
用
の
分
担
、
財
産
分
与
、
扶
養
、
遺
産
分
割
等
の
事

　
件
と
共
に
、
審
判
事
項
と
し
て
審
判
手
続
に
よ
り
審
判
の
形
式
を
以
て
裁
判
す
べ
き
旨
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
夫
婦
同
居
の
義
務
そ
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遺産分割審判における二つの問題点　8

の
他
前
記
の
親
族
法
、
相
続
法
上
の
権
利
義
務
は
、
多
分
に
倫
理
的
、
道
義
的
な
要
素
を
含
む
身
分
関
係
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
　
一
般
訴
訟
事
件
の
如
く
当
事

者
の
対
立
抗
争
の
形
式
に
よ
る
弁
論
主
義
に
よ
る
こ
と
を
避
け
、
先
ず
当
事
者
の
協
議
に
よ
り
解
決
せ
し
め
る
た
め
調
停
を
試
み
調
停
不
成
立
の
場
合
に
審
判

手
続
に
移
し
、
非
公
開
に
て
審
理
を
進
め
、
職
権
を
以
て
事
実
の
探
知
及
び
必
要
な
証
拠
調
を
行
わ
し
め
る
な
ど
、
訟
訴
事
件
に
比
し
簡
易
迅
速
に
処
理
せ
し

め
る
こ
と
と
し
、
更
に
決
定
の
一
種
で
あ
る
審
判
の
形
式
に
よ
り
裁
判
せ
し
め
る
こ
と
が
、
か
か
る
身
分
関
係
事
件
の
処
理
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
も

の
で
あ
る
と
解
す
る
。
し
か
し
、
前
記
同
居
義
務
等
は
多
分
に
倫
理
的
道
義
的
な
要
素
を
含
む
と
は
い
え
、
法
律
上
の
実
体
的
権
利
義
務
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
権
利
義
務
自
体
を
終
局
的
に
確
定
す
る
に
は
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
為
す
べ
き
も
の
と
解

せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
前
記
の
審
判
は
夫
婦
同
居
の
義
務
等
の
実
体
的
権
利
義
務
自
体
を
確
定
す
る
趣
旨
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
実
体
的
権
利
義
務
の
存
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
例
え
ば
夫
婦
の
同
居
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
同
居
の
時
期
、
場
所
、
態
様
等
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
を
定
め
る
処
分
で
あ
り
、
ま

た
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
に
基
づ
き
給
付
を
命
ず
る
処
分
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
民
法
は
同
居
の
時
期
、
場
所
、
態
様
に
つ
い
て
一
定

の
基
準
を
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
が
後
見
的
立
場
か
ら
、
合
目
的
の
見
地
に
立
っ
て
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
そ
の
具
体
的
内
容
を
形

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
か
か
る
裁
判
こ
そ
は
、
本
質
的
に
非
訴
事
件
の
裁
判
で
あ
っ
て
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
為
す
こ
と

を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
事
審
判
法
に
よ
る
審
判
は
形
成
的
効
力
を
有
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
給
付
を
命
じ
た
場
合
に

は
、
執
行
力
あ
る
債
務
名
義
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
同
法
一
五
条
の
明
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
法
二
五
条
三
項
の
調
停
に
代

る
審
判
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
確
定
判
決
と
同
繍
の
効
力
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
考
察
す
る
と
き
は
、
そ
の
他
の
審
判
に
つ
い
て
は
確
定
判
決

と
同
一
の
効
力
を
認
め
な
い
立
法
の
趣
旨
と
解
せ
ら
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
審
判
確
定
後
は
審
判
の
形
成
的
効
力
に
つ
い
て
は
争
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
前
提
た
る
同
居
義
務
等
自
体
に
つ
い
て
は
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
を
求
め
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
同

法
の
審
判
に
関
す
る
規
定
は
何
ら
憲
法
八
二
条
、
三
二
条
に
祇
触
す
る
も
の
と
は
い
い
難
く
、
ま
た
、
こ
れ
に
従
っ
て
為
し
た
原
決
定
に
も
違
憲
の
廉
は
な

い
．
」
（
鰭
奪
が
齢
摯
無
琵
）

〔
3
〕
　
法
律
上
の
実
体
的
権
利
義
務
自
体
の
確
定
は
純
然
た
る
訴
訟
事
項
で
あ
り
公
開
の
原
則
の
下
に
お
け
る
対
審
お
よ
び
判
決
の
裁
判
に
よ
っ
て
終
局
的

に
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
〔
2
〕
の
冒
頭
の
部
分
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
後
、
「
し
か
し
な
が
ら
、
家
事
審
判
法
九
条
一
項
乙
類
三
号
に
規
定
す

る
婚
姻
費
用
分
担
に
関
す
る
処
分
は
、
民
法
七
六
〇
条
を
承
け
て
、
婚
姻
か
ら
生
ず
る
費
用
の
分
担
額
を
具
体
的
に
形
成
決
定
し
、
そ
の
給
付
を
命
ず
る
裁
判

で
あ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
は
夫
婦
の
資
産
、
収
入
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
後
見
的
立
場
か
ら
、
合
目
的
の
見
地
に
立
っ
て
、
裁
量
権
を
行
使
し

て
、
そ
の
分
担
額
を
決
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
性
質
は
非
訴
事
件
の
裁
判
で
あ
り
、
純
然
た
る
訴
訟
事
件
の
裁
判
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
公
開
の
法
廷
に
お
け

る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
右
家
事
審
判
法
の
規
定
に
従
っ
て
し
た
本
件
審
判
は
何
ら
右
憲
法
の
規
定
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
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「
叙
上
の
如
く
婚
姻
費
用
の
分
担
に
関
す
る
審
判
は
、
夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
か
ら
生
ず
る
費
用
を
負
担
す
べ
き
義
務
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
分
担

　
額
を
形
成
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
右
審
判
は
そ
の
前
提
た
る
費
用
負
担
義
務
の
存
否
を
終
局
的
に
確
定
す
る
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
終
局
的

　
に
確
定
す
る
こ
と
は
正
に
純
然
た
る
訴
訟
事
件
で
あ
っ
て
、
憲
法
八
二
条
に
よ
る
公
開
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
裁
判
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

　
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
か
か
る
費
用
負
担
義
務
そ
の
も
の
に
関
す
る
争
で
あ
る
か
ぎ
り
、
別
に
通
常
訴
訟
に
よ
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
前
記
家
事
審
判
法
の
審
判
は
、
か
か
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
属
す
べ
き
事
項
を
終
局
的
に
確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
憲
法
八
二

条
、
三
条
震
す
る
も
の
で
は
な
い
．
」
（
膿
籔
談
灘
零
鉄
艶
）

　
こ
れ
ら
三
つ
の
決
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
高
裁
の
家
事
審
判
の
性
質
に
関
す
る
把
握
は
、
家
事
審
判
が
非
訟
手
続
で
あ
る
こ
と
、
従

っ
て
審
判
に
は
形
成
力
お
よ
び
執
行
力
は
あ
る
が
既
判
力
は
な
い
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
家
事
審
判
の
合
憲
性

の
根
拠
を
、
実
体
的
権
利
義
務
関
係
自
体
は
本
来
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
確
定
さ
る
べ
き
事
項
で
あ
り
、
家
事
審
判
に
よ
っ
て
こ
れ
が
終
局
的
に

確
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
に
は
別
に
こ
れ
を
訴
訟
に
よ
っ
て
争
う
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
す
る
点
に
も
と
め
て
い
る
。
こ

れ
は
ま
さ
に
、
非
訟
手
続
に
よ
る
裁
判
と
訴
訟
手
続
に
よ
る
裁
判
と
の
交
錯
す
る
面
に
お
け
る
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
、
久
し
く
論
議
の

対
象
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
最
高
裁
の
立
場
に
も
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
も
の
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
に

大
き
な
変
更
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
最
高
裁
の
判
例
の
流
れ
を
大
雑
把
に
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
最
高
裁
は
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
三
一
日
に
、
戦
時
民
事
特
別
法
一
九
条
二
項
お
よ
び
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
に
よ
る
調
停
に
代
る
裁
判

が
違
憲
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
、
「
原
決
定
は
、
本
件
調
停
に
代
る
中
川
簡
易
裁
判
所
の
裁
判
は
裁
判
所
で
な
い
他
の
機
関
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
裁
判
所
が
戦
時
民
事
特
別
法
一
九
条
二
項
、
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
一
項
に
よ
っ
て
な
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
記
録
上
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
一
の
裁
判
た
る
を
失
わ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
裁
判
に
は
抗
告
、
再
抗
告
、
特
別
抗
告
の
途
も
開

か
れ
て
お
り
抗
告
人
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
行
使
を
妨
げ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
、
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
な
い
旨
判
断
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
原
決
定
の
右
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
憲
法
三
二
条
違
反
の
主
張
は
そ
の
理
由
が
な
い
。
な
お
、
抗
告
人
は
、

本
件
調
停
に
代
る
裁
判
並
に
原
裁
判
が
非
公
開
の
中
に
決
定
さ
れ
た
違
憲
あ
り
と
い
う
が
、
右
各
裁
判
は
対
審
乃
至
判
決
の
手
続
に
よ
る
も
の
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遺産分割審判における二つの問題点　e

で
は
な
い
か
ら
、
違
憲
の
主
張
は
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
憲
法
三
二
条
は
国
民
に
裁
判
所
で
裁
判
を

受
け
る
権
利
を
保
障
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
い
か
な
る
裁
判
手
続
を
採
用
す
る
か
は
立
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ
マ

立
法
に
よ
り
非
訟
手
続
に
よ
る
と
さ
れ
た
裁
判
は
憲
法
三
二
条
お
よ
び
八
二
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る
趣
旨
の
大
法
廷
決
定
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
一
五
条
に
よ
る
借
地
権
設
定
に
関
す
る
裁
判
の
違
憲
が
主
張
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
の
昭
和
三
三
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

月
五
日
の
大
法
廷
判
決
、
お
よ
び
、
不
動
産
の
任
意
競
売
手
続
に
お
け
る
競
落
許
可
の
裁
判
の
違
憲
が
主
張
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
の
昭
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

五
年
七
月
四
日
の
第
二
小
法
廷
決
定
も
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
決
定
お
よ
び
判
決
に
対
し
て
は
大
き
な
疑
問
が
残
さ
れ

て
い
た
。
特
に
前
記
昭
和
三
一
年
一
〇
月
三
一
日
の
決
定
に
対
し
て
は
、
真
野
裁
判
官
そ
の
他
に
よ
る
強
力
な
反
対
意
見
が
付
記
さ
れ
て
お

り
、
憲
法
解
釈
上
の
疑
義
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　
は
た
し
て
、
最
高
裁
は
、
前
記
第
二
小
法
廷
決
定
の
二
日
後
の
昭
和
三
五
年
七
月
六
日
に
三
一
年
の
大
法
廷
決
定
と
類
似
の
事
案
－
戦
時

民
事
特
別
法
一
九
条
二
項
お
よ
び
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
に
よ
る
調
停
に
代
る
裁
判
の
効
力
を
め
ぐ
る
事
案
1
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

判
例
を
変
更
す
る
次
の
よ
う
な
決
定
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
憲
法
は
三
二
条
に
お
い
て
、
何
人
も
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を

奪
わ
れ
な
い
と
規
定
し
、
八
二
条
に
お
い
て
、
裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
、
対
審
に
つ
い
て
の
同
二
項
の
例
外
の
場
合
を
除
き
、
公
開
の
法
廷

で
こ
れ
を
行
う
旨
を
定
め
て
い
る
。
即
ち
、
憲
法
は
一
方
に
お
い
て
、
基
本
的
人
権
と
し
て
裁
判
請
求
権
を
認
め
、
何
人
も
裁
判
所
に
対
し
裁

判
を
請
求
し
て
司
法
権
に
よ
る
権
利
、
利
益
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
と
す
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
、
純
然
た
る
訴
訟
事
件

の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
．
こ
と
き
公
開
の
原
則
の
下
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
る
べ
き
旨
を
定
め
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
、

近
代
民
主
社
会
に
お
け
る
人
権
の
保
障
が
全
う
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
し
性
質
上
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
き
、
当
事
者
の
意
思
い

か
ん
に
拘
わ
ら
ず
終
局
的
に
、
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
よ
う
な
裁
判
が
、
憲
法
所
定
の
例
外
の
場

合
を
除
き
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
ぴ
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
憲
法
八
二
条
に
違
反
す
る
と
共
に
、
同

三
二
条
が
基
本
的
人
権
と
し
て
裁
判
請
求
権
を
認
め
た
趣
旨
を
も
没
却
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
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の
調
停
に
代
る
裁
判
は
、
こ
れ
に
対
し
即
時
抗
告
の
途
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
の
裁
判
が
確
定
し
た
上
は
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効

力
を
も
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
拘
わ
ら
ず
終
局
的
に
な
さ
れ
る
裁
判
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
し
て
そ

の
裁
判
は
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
述
し
た
憲
法
八
二
条
、
三

二
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
右
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
の
法
意
を
考
え
て
み
る
に
、
同
条
の
調
停
に
代
る
裁
判
は
、
単
に
既
存
の
債
務
関
係

に
つ
い
て
、
利
息
、
期
限
等
を
形
成
的
に
変
更
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
、
即
ち
性
質
上
非
訟
事
件
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
、
純
然
た
る
訴
訟

事
件
に
つ
ぎ
、
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
裁
判
の
．
こ
と
ぎ
は
、
こ
れ
に
包
含
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す

る
を
相
当
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
同
法
八
条
が
、
右
の
裁
判
は
『
非
訟
事
件
手
続
法
二
依
リ
之
ヲ
為
ス
』
と
規
定
し
た
の
も
、
そ
の
趣
旨
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
…
本
件
訴
は
、
そ
の
請
求
の
趣
旨
及
ぴ
原
因
が
第
一
審
決
定
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
、
家
屋
明
渡
及
び
占
有
回
収
に
関
す
る
純

然
た
る
訴
訟
事
件
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
よ
う
な
本
件
訴
に
対
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
及
び
東
京
高
等
裁
判
所
は
、

い
ず
れ
も
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
に
よ
る
調
停
に
代
る
裁
判
を
す
る
こ
と
を
正
当
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
右
各
裁
判
所
の
判
断
は
、

同
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
憲
法
八
二
条
、
三
二
条
に
照
ら
し
、
違
憲
た
る
を
免
れ
な
い
こ
と
は
、
上
来
説
示
し

た
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
い
う
べ
く
、
論
旨
は
こ
の
点
に
お
い
て
理
由
あ
る
に
帰
す
る
。
従
っ
て
昭
和
二
四
年
（
ク
）
第
五
二
号
事
件
に
つ
ぎ

同
三
一
年
一
〇
月
三
一
日
に
な
さ
れ
た
大
法
廷
の
決
定
は
、
本
決
定
の
限
度
に
お
い
て
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ま
で
の
判
例
が
、
憲
法
三
二
条
は
国
民
に
裁
判
所
で
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
裁
判
手
続
は
立
法
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
立
法
に
よ
っ
て
非
訟
手
続
が
採
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
実
体
的
権
利
義
務
自
体
も
非
訟
手
続
に
よ
っ
て
確
定
さ

れ
う
る
と
し
て
憲
法
八
二
条
と
の
関
連
を
軽
視
し
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
の
決
定
は
、
実
体
的
権
利
義
務
関
係
の
存
否
な
ど
純
然
た
る

訴
訟
事
項
は
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
・
判
決
の
手
続
に
よ
っ
て
裁
判
さ
る
べ
ぎ
で
あ
っ
て
こ
れ
を
非
訟
手
続
に
よ
っ
て
裁
判
し
て
は
な
ら

な
い
と
す
る
の
が
憲
法
三
二
条
、
八
二
条
の
趣
旨
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
に
よ
る
調
停
に
代
る
裁
判
自
体
は
合

憲
で
あ
る
と
し
つ
つ
そ
の
合
憲
性
の
根
拠
を
こ
の
調
停
に
代
る
裁
判
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
事
件
は
性
質
上
非
訟
事
件
に
関
す
る
も
の
に
限
ら

一142一



遺産分割審判における二つの問題点　e

れ
る
と
す
る
点
に
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
、
調
停
に
代
る
裁
判
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
既
判
力

を
生
ず
る
と
の
判
断
を
包
含
し
て
お
り
、
従
っ
て
性
質
上
非
訟
事
件
に
属
す
る
事
項
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
前
提
問
題
た
る
訴
訟
事
項
に
関

し
て
裁
判
所
が
審
理
・
判
断
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
更
に
、
石
坂
、
斎
藤
、
垂
水
ら
の
裁
判
官
に

よ
っ
て
、
非
訟
手
続
に
よ
る
裁
判
に
は
既
判
力
は
生
じ
な
い
か
ら
裁
判
所
が
純
然
た
る
訴
訟
事
項
に
つ
ぎ
審
理
・
判
断
し
て
も
当
事
者
に
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぢ
レ

に
訴
訟
に
よ
り
争
い
を
解
決
す
る
途
が
開
か
れ
て
い
る
か
ら
違
憲
で
は
な
い
旨
の
反
対
意
見
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁
の

見
解
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
家
事
審
判
の
性
質
を
め
ぐ
る
事
案
で
更
に
大
ぎ
く
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
昭
和
三
七
年
一
〇
月
三
一
日
最
高
裁
第
三
小
法
廷
は
、
婚
姻
費
用
分
担
審
判
に
対
す
る
抗
告
棄
却
の
決
定
に
対
す
る
抗
告
事
件
で
、
「
家
事

審
判
手
続
は
非
訟
事
件
で
あ
つ
て
、
非
訟
事
件
の
裁
判
は
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
従
っ
て

原
審
が
、
所
論
婚
姻
費
用
の
分
担
に
関
す
る
審
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
事
件
に
お
い
て
、
口
頭
弁
論
を
経
な
い
で
審
理
．
裁
判
し
た
こ
と
が
違

憲
叢
い
こ
註
、
当
裁
判
所
の
判
例
（
賜
に
鯉
鷲
鍮
、
嘉
調
髪
炸
、
而
五
）
の
響
に
照
し
て
盟
か
虜
る
」
あ
決
婁
下

し
縄
。
こ
の
決
定
は
、
そ
の
論
旨
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
の
大
法
廷
決
定
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
私
権
に
関

す
る
裁
判
が
い
か
な
る
手
続
を
採
用
す
る
か
は
立
法
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
立
法
に
よ
り
非
訟
手
続
で
行
う
と
さ
れ
た
裁

判
は
適
正
な
手
続
に
よ
る
裁
判
で
あ
る
か
ら
憲
法
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
家
事
事
件

に
お
け
る
非
訟
事
件
性
の
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
前
記
昭
和
三
五
年
の
大
法
廷
決
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
家
事
事
件
に
関
し
て
家
事
審

判
で
行
い
う
る
合
憲
な
範
囲
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
事
審
判
の
合
憲
な
範
囲
－
非
訟
事
件
性
の
問
題
を
婚
姻

関
係
の
事
件
で
明
ら
か
に
し
た
の
が
昭
和
四
〇
年
の
前
掲
〔
2
〕
お
よ
び
〔
3
〕
の
決
定
で
あ
り
、
遺
産
分
割
事
件
で
こ
れ
ら
の
立
場
を
踏
襲
し

た
の
が
昭
和
四
一
年
の
前
掲
〔
1
〕
の
決
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
決
定
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
家
事
事
件
に
お
け
る
実

体
的
権
利
義
務
関
係
自
体
は
本
来
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
べ
ぎ
事
項
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
家
事
審
判
に
は
既
判
力
が
生
じ
な
い
か
ら
家

庭
裁
判
所
は
審
判
に
あ
た
り
そ
の
前
提
と
し
て
実
体
的
権
利
義
務
関
係
に
争
い
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
審
理
・
判
断
し
た
上
で
審
判
を
行
っ
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て
も
当
事
者
に
は
別
訴
で
争
う
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
の
規
定
に
違
反
し
な
い
と
の
い
わ
ば
二
元
論
的
な
理
論
構
成

を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
前
記
昭
和
三
五
年
の
大
法
廷
決
定
で
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
石
坂
裁
判
官
そ
の
他
に
よ
る
主

張
と
同
趣
旨
の
こ
と
が
決
定
の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
判
例
に
重
要
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
三
つ
の

決
定
に
は
か
な
り
多
数
の
反
対
意
見
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
〔
2
〕
の
決
定
で
は
、
当
事
者
は
審
判
が
確
定
し
た
後
で
も
夫
婦
の
同
居
義

務
自
体
に
つ
い
て
は
別
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
点
を
め
ぐ
っ
て
は
八
対
七
と
鋭
く
意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
レ

ら
、
今
後
の
最
高
裁
の
判
例
の
動
ぎ
に
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
判
例
の
動
き
は
こ
れ
ま
で
に
二
転
三
転
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
学
界
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
め
ぐ
る
学
説
に
は
激
し
い
対
立
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
学
説
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

に
か
な
り
詳
細
な
紹
介
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
く
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
最
高
（
大
）
決
昭
三
一
・
一
〇
二
三
民
集
一
〇
巻
一
〇
号
ニ
ニ
五
五
頁
。

（
2
）
　
最
高
（
大
）
判
昭
三
三
二
二
・
五
民
集
一
二
巻
三
号
三
八
一
頁
。

（
3
）
　
最
高
（
二
小
）
決
昭
三
五
・
七
・
四
判
例
時
報
二
二
九
号
三
二
頁
。

（
4
）
　
最
高
（
大
）
決
昭
三
五
・
七
・
六
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
五
七
頁
。

（
5
）
　
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
　
最
高
（
三
小
）
決
昭
三
七
二
〇
二
一
二
家
裁
月
報
一
五
巻
二
号
八
七
頁
Q

（
7
）
　
こ
れ
ら
三
つ
の
最
高
裁
決
定
に
関
す
る
判
例
批
評
お
よ
び
こ
れ
ら
に
論
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
我
妻
栄
・
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
二
号
二
〇
三
頁

　
　
以
下
、
同
・
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
二
号
三
一
三
頁
以
下
、
同
・
法
学
協
会
雑
誌
八
四
巻
二
号
二
九
四
頁
以
下
、
谷
口
知
平
・
民
商
法
雑
誌
五
四
巻
二

　
　
号
二
〇
六
頁
以
下
、
同
・
民
商
法
雑
誌
五
五
巻
四
号
六
二
四
頁
以
下
、
宮
川
種
二
郎
・
民
商
法
雑
誌
五
四
巻
二
〇
号
二
一
八
頁
以
下
、
小
山
昇
・
判
例

　
　
時
報
四
一
九
号
六
二
頁
以
下
、
高
梨
公
之
・
判
例
時
報
四
四
七
号
一
三
五
頁
以
下
、
佐
々
木
吉
男
・
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
号
三
六
頁
以
下
、
山
木
戸

　
　
克
己
・
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
号
一
七
六
頁
以
下
、
唄
孝
一
”
湯
沢
雍
彦
「
家
庭
裁
判
所
の
現
実
、
二
、
家
庭
事
件
」
三
ケ
月
編
・
現
代
の
裁
判
（
岩

　
　
波
講
座
・
現
代
法
五
巻
）
三
〇
七
頁
以
下
、
宮
井
前
掲
論
文
三
四
〇
頁
以
下
、
鈴
木
忠
一
「
夫
婦
同
居
等
の
審
判
に
す
る
諸
問
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

　
　
七
九
号
二
頁
以
下
、
宮
田
信
夫
・
法
曹
時
報
一
七
巻
八
号
一
一
〇
頁
以
下
、
高
津
環
・
法
曹
時
報
一
七
巻
八
号
コ
六
頁
以
下
、
同
・
法
曹
時
報
一
八

　
　
巻
五
号
九
五
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。
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（
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
忠
一
「
非
訟
事
件
の
裁
判
の
既
判
力
」
三
三
頁
以
下
が
最
も
詳
し
い
。
こ
の
他
に
戸
根
住
夫
「
非
訟
事
件
の
裁
判
に
お

　
　
け
る
判
断
の
対
象
と
民
事
訴
訟
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
三
号
一
二
九
頁
以
下
、
篠
清
「
審
判
の
効
力
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
五
〇
号
一
二
二
頁
以
下
な
ど
。

遺産分割審判における二つの問題点　（→

　
　　
二
遣
産
の
範
囲

　
（

　
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
場
合
に
家
庭
裁
判
所
は
こ
れ
を
遺
産
分
割
審
判
に
お
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
問
題
は
、
遺

産
分
割
の
前
提
問
題
と
家
事
審
判
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
で
は
、
相
続
人
た
る
地
位
に
つ
き
争
い
が
あ
る
場
合
と
な
ら
ん
で
議
論
の
多

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
財
産
が
遺
産
に
属
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
財
産
が
相
続
開
始
時
に
被
相
続
人
に
帰
属
し
て
い
た
か
否
か
な
ど
の
問
題

で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
実
体
的
権
利
義
務
関
係
の
存
否
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
終
局
的
に
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
は
、
後
で
ふ
れ
る
特
殊
な
主
張
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
異
論
が
な
い
。
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
ら
れ
た
遺
産
分
割
事
件
の
中
に
相
続
財

産
の
範
囲
に
関
す
る
争
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
ぎ
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
が
一
応
審
理
・
判
断
し
て
遺
産
分
割
審
判
を
行
い
う
る
と
す
る
か
、

こ
れ
が
民
事
訴
訟
で
確
定
し
て
始
め
て
家
庭
裁
判
所
は
遺
産
分
割
審
判
を
行
い
う
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
か
で
見
解
は
わ
か
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
前
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
財
産
の
帰
属
を
争
う
者
は
別
に
訴
を
提
起
し
て
そ
の
確
定
を
も
と
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
審
判
と
異
っ
た
判
決
が
確
定
す
れ
ば
審
判
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
効
力
が
な
く
な
る
の
で
追
加
審
判
や
再
審
判
な
ど
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
後
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
相
続
人
は
訴
訟
に
よ
っ
て
財
産
の
帰
属
が
確
定
す
る
ま
で
は
遺
産
全
体
に
つ
き
分
割
審
判
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
相
続
人
ま
た
は
そ
の
相
手
方
に
訴
の
提
起
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
当
事
者
は
前
提

問
題
を
争
う
こ
と
に
よ
っ
て
た
や
す
く
遺
産
分
割
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
両
見
解
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
あ
う
双
方
の
欠
点

で
あ
る
が
、
か
か
る
実
際
的
要
素
を
も
含
み
つ
つ
家
事
審
判
の
性
質
と
の
関
連
で
遺
産
分
割
事
件
に
お
け
る
家
庭
裁
判
所
の
権
限
を
ど
う
捉
え

る
か
が
主
要
な
問
題
点
で
あ
る
。

　
こ
の
家
庭
裁
判
所
の
権
限
に
つ
い
て
、
学
説
、
審
判
・
決
定
例
と
も
に
こ
れ
を
積
極
に
解
す
る
説
と
消
極
に
解
す
る
説
と
に
わ
か
れ
る
が
、
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い
ず
れ
も
積
極
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
学
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
て
お
い
た
の
で
く
り
か
え
さ
な
い
が
、
審
判
・
決
定

例
に
比
較
す
る
と
、
学
説
に
は
ま
だ
有
力
な
消
極
説
の
主
張
が
あ
る
。
こ
れ
ら
消
極
説
は
、
次
の
広
島
高
裁
決
定
お
よ
び
松
江
家
裁
審
判
を
挙

げ
て
そ
の
論
旨
を
正
当
と
し
て
い
る
。

　
〔
4
〕
　
こ
れ
は
、
共
同
相
続
人
の
間
で
遺
産
の
範
囲
に
つ
き
争
い
が
あ
り
、
抗
告
人
が
本
件
不
動
産
の
自
己
所
有
を
主
張
し
て
い
る
事
案
で
、
原
審
が
そ
れ

を
遺
産
に
属
す
る
と
し
て
分
割
審
判
を
行
っ
た
の
に
た
い
し
、
抗
告
人
が
審
判
の
違
法
を
主
張
し
て
抗
告
し
た
も
の
。

　
「
家
庭
裁
判
所
が
特
定
の
財
産
が
遺
産
に
属
す
か
否
か
に
つ
い
て
争
の
あ
る
場
合
に
こ
れ
が
遺
産
に
属
す
る
も
の
と
判
定
し
て
分
割
の
審
判
を
な
し
う
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
裁
判
所
は
こ
れ
を
消
極
に
解
す
べ
き
も
の
と
判
断
す
る
。
即
ち
O
D
家
庭
裁
判
所
も
下
級
裁
判
所
の
一
つ

と
し
て
民
事
に
関
し
て
特
定
の
裁
判
権
を
有
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
同
じ
く
民
事
に
関
す
る
事
件
で
あ
っ
て
も
、
私
人
の
保
護
、
助
成
な
い
し
監
督
と

い
う
国
家
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
裁
判
所
が
国
家
機
関
と
し
て
有
す
る
形
成
権
能
を
発
動
し
て
、
私
人
の
権
利
関
係
の
変
更
に
の
り
出
す
の
が
非
訟
事
件

で
あ
る
と
こ
ろ
、
民
法
九
〇
七
条
が
家
庭
裁
判
所
に
委
ね
た
遺
産
の
分
割
の
審
判
と
は
正
に
か
く
の
ご
と
き
権
能
に
基
く
も
の
で
非
訟
事
件
た
る
性
質
を
帯
び

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
家
事
審
判
法
九
条
乙
類
一
〇
号
の
規
定
と
、
同
法
七
条
が
審
判
に
つ
き
非
訟
事
件
手
続
法
を
準
用
し
、
家
事
審
判
規
則
六
条
以
下
が

審
判
手
続
を
非
公
開
と
し
、
職
権
に
よ
る
事
実
調
査
、
証
拠
調
を
行
う
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
こ
れ
を
了
と
す
る
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
前
記
の
よ
う
な
当
事
者
の
主
張
す
る
権
利
の
存
否
又
は
所
属
に
つ
い
て
の
事
実
的
、
法
律
的
判
断
を
な
す
こ
と
即
ち
訴
訟
的
事
項
は
公
開
主

義
、
双
方
審
迅
主
義
、
口
頭
主
義
、
弁
論
主
義
、
自
由
心
証
主
義
等
の
原
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
民
事
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
性
質

上
非
訟
手
続
に
親
し
ま
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
図
右
の
趣
旨
に
従
っ
て
民
法
九
〇
七
条
を
み
れ
ば
、
同
条
が
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
す
る
事
項
は
、

遺
産
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
財
産
に
つ
い
て
分
割
方
法
の
み
に
つ
き
協
議
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
協
議
に
代
る
も
の
と
し
て
、
分
割
方
法
を
決
定
す
る

こ
と
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
積
極
説
は
家
庭
裁
判
所
は
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
審
理
を
し
な
け
れ
ば
分
割
の
審
判
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
遺
産
分
割
の
審
判
は
形
成
的
裁
判
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
成
力
を
生
ず
る
た
め
に
は
、
そ
の

審
判
の
対
象
と
な
る
財
産
が
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
或
る
財
産
に
対
す
る
権
利
の
帰
属
に
つ
い
て
の
争
が
あ
り
、
そ
れ
が
遺
産
に
属
す

る
か
否
か
明
か
で
な
い
場
合
に
、
遺
産
分
割
の
審
判
手
続
に
お
い
て
そ
の
財
産
を
遺
産
に
属
す
る
も
の
と
判
定
し
て
分
割
の
審
判
を
し
て
も
、
審
判
に
は
既
判

力
が
な
い
か
ら
、
別
途
に
民
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
そ
の
財
産
が
遺
産
に
帰
属
し
な
い
旨
確
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
に
な
さ
れ
た
遺
産
分
割
の
審
判
は
そ
の

財
産
に
関
す
る
限
り
形
成
力
を
生
じ
得
な
い
こ
と
に
な
る
べ
く
、
延
い
て
は
そ
の
他
の
遺
産
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
分
割
の
審
判
は
不
適
性
の
も
の
と
な
る
虞
が

あ
る
。
従
っ
て
家
庭
裁
判
所
は
、
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
の
争
の
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
第
三
者
が
遺
産
な
り
や
否
や
に
つ
き
争
う
場
合
の
み
な
ら
ず
、
共
同
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遺産分割審判における二つの問題点　←∋

相
続
人
間
に
お
い
て
遺
産
の
範
囲
に
つ
き
争
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
ま
ず
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
争
の
な
い
財
産
の
み
に
つ
き
分
割
の
審
判
を
な
す
か
或
は

民
事
訴
訟
法
に
よ
り
そ
の
争
あ
る
財
産
に
対
す
る
権
利
の
帰
属
の
確
定
し
た
後
に
遺
産
全
部
に
つ
き
分
割
の
審
判
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
遺
産
の
範

囲
に
つ
き
争
の
あ
る
権
利
の
帰
属
を
終
局
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
家
庭
裁
判
所
の
権
限
に
属
し
な
い
と
い
う
べ
く
、
従
っ
て
家
庭
裁
判
所
が
争
の
あ
る
遺
産
に

つ
い
て
そ
の
範
囲
を
自
ら
判
定
し
て
分
割
の
審
判
を
な
す
こ
と
は
、
違
法
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
積
極
説
に
従
え
ば
審
判
に
既
判
力
が
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
審
判
に
不
服
あ
る
者
は
そ
の
確
定
後
に
更
に
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
争
い
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
審
判
は
訴
訟
に
よ
る
最
終

結
果
の
判
明
す
る
ま
で
の
一
時
的
、
仮
定
的
な
判
断
た
る
地
位
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
時
的
、
仮
定
的
に
せ
よ
権
利
の
帰
属
を
確
定
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
そ
の
審
理
は
当
然
詳
細
鄭
重
に
行
わ
れ
ざ
る
を
得
ぎ
る
べ
く
、
斯
く
て
は
簡
易
迅
速
な
処
理
を
主
眼
と
す
る
審
理
手
続
の
趣
旨
に
反
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
民
事
訴
訟
手
続
の
外
に
屋
上
屋
を
重
ね
て
更
に
審
判
手
続
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
か
く
し
て
な
さ
れ
た
審
判
に
お
け
る
判
断
と
民
事
訴
訟

に
よ
り
な
さ
れ
た
判
断
と
が
相
反
す
る
結
果
を
招
来
す
る
好
ま
し
く
な
い
場
合
も
生
じ
、
積
極
説
が
論
拠
と
す
る
事
件
の
迅
速
な
処
理
と
い
う
こ
と
も
所
期
し

難
い
こ
と
多
言
を
侯
た
な
い
。

以
上
の
理
由
で
原
審
が
本
件
に
お
い
て
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
争
あ
る
財
産
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
遺
産
で
あ
る
こ
と
と
判
定
し
こ
れ
が
分
割
を
し
た
の
は
結

局
職
分
管
轄
鐘
発
る
鑑
れ
な
い
．
爺
難
塞
諮
詐
諏
家
裁
）

〔
5
〕
　
遺
留
分
の
減
殺
請
求
に
つ
い
て
の
管
轄
権
は
、
家
庭
裁
判
所
に
属
さ
ず
、
こ
の
請
求
を
前
提
と
す
る
遺
産
分
割
の
申
立
は
、
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て

も
争
い
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
民
事
訴
訟
手
続
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
事
例
。

　
「
本
件
申
立
の
趣
旨
は
、
被
相
続
人
A
が
相
手
方
に
な
し
た
る
松
江
法
務
局
所
属
公
証
人
B
作
成
第
コ
四
一
九
号
遺
言
公
正
証
書
に
よ
る
別
紙
物
件
目
録

記
載
不
動
産
並
び
に
動
産
に
つ
い
て
三
分
の
一
の
遺
留
分
の
減
殺
と
前
記
不
動
産
並
び
に
動
産
に
つ
い
て
三
分
の
一
の
割
合
に
よ
る
遺
産
分
割
と
の
各
請
求
で

あ
る
が
、
遺
留
分
減
殺
の
請
求
に
つ
い
て
の
管
轄
権
は
家
庭
裁
判
所
に
属
せ
ず
、
地
方
裁
判
所
に
属
す
る
こ
と
は
家
事
審
判
法
第
九
条
並
び
に
民
事
訴
訟
法
第

一
九
条
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
遺
産
分
割
の
請
求
に
つ
い
て
の
管
轄
は
、
　
一
応
家
庭
裁
判
所
に
在
る
こ
と
は
家
事
審
判
法
第
九
条
第
一
項
乙
類
一

〇
号
、
民
法
第
九
〇
七
条
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
こ
の
家
庭
裁
判
所
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
遺
産
分
割
は
、
遺
産
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
、
換
言
す

れ
ば
遺
産
の
範
囲
に
つ
き
争
が
な
く
、
た
だ
そ
の
分
割
の
方
法
の
み
に
つ
い
て
協
議
で
き
な
い
場
合
こ
の
協
議
に
代
る
も
の
と
し
て
分
割
方
法
を
決
定
す
る
範

囲
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
争
の
あ
る
も
の
は
、
通
常
の
民
事
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
を
確
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
分
割
の

審
判
を
な
す
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
を
民
法
九
〇
七
条
第
一
、
二
項
の
解
釈
上
相
当
と
す
る
し
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
遺
産
分
割
の
審
判
は

形
成
的
裁
判
で
、
し
か
も
審
判
に
は
既
判
力
が
な
い
か
ら
、
別
途
に
民
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
そ
の
財
産
に
属
し
な
い
旨
確
定
さ
れ
た
場
合
に
は
前
に
な
さ
れ

た
遺
産
分
割
の
審
判
は
不
適
正
と
な
り
、
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
し
、
反
対
に
審
判
に
は
既
判
力
が
な
い
か
ら
審
判
に
不
服
あ
る
者
は
そ
の
確
定
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説論

　
後
更
に
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
争
い
う
る
の
で
あ
る
か
ら
審
判
は
訴
訟
に
よ
る
最
終
結
果
の
判
明
す
る
ま
で
の
一
時
的
仮
説
的
な
判
断

　
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
な
り
か
く
て
は
簡
易
迅
速
な
処
理
を
主
眼
と
す
る
審
判
手
続
の
趣
旨
に
反
し
、
審
判
に
お
け
る
判
断
と
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判

　
断
と
が
相
反
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
翻
っ
て
本
件
を
み
る
と
、
そ
の
申
立
の
趣
旨
の
前
段
に
お
い
て
遺
留
分
の
減
殺
を
請
求
し
て
い
る
部
分
は
前
述
の
理
由
に
よ
っ
て
当
裁
判
所
に
管
轄
権
は
な

　
く
、
又
こ
の
請
求
を
前
提
と
す
る
後
段
の
遺
産
の
分
割
の
申
立
は
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
争
が
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
従
っ
て
乙
の
申
立
に

　
　
つ
い
て
も
当
裁
判
所
唇
轄
権
鮭
く
、
い
ず
れ
も
通
常
の
民
事
訴
訟
手
続
に
よ
・
て
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
論
縣
講
奪
垂
蕗
財
）

　
こ
れ
ら
二
つ
の
審
判
・
決
定
例
は
、
あ
る
財
産
が
遺
産
に
属
す
る
か
否
か
を
O
非
訟
と
訴
訟
の
性
質
上
、
手
続
上
の
差
異
、
ω
そ
れ
か
ら
く

る
家
事
審
判
の
限
界
、
お
よ
び
日
法
律
関
係
の
複
雑
化
の
回
避
H
家
事
審
判
の
簡
易
・
迅
速
の
趣
旨
の
三
点
か
ら
家
庭
裁
判
所
が
審
判
で
判
断

す
べ
ぎ
で
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
学
説
に
お
け
る
消
極
説
の
主
張
も
こ
れ
ら
二
つ
、
特
に
〔
4
〕
の
決
定
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
い
い
つ
く
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
昭
和
三
七
年
に
出
さ
れ
た
〔
5
〕
の
審
判
を
最
後
に
、
以
後
消
極
説
を
採
る
審
判
・
決
定
例
は
み
あ
た
ら
な
く
な

　
　
　
ハ
ェ
ロ

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
こ
れ
ら
消
極
説
を
採
る
例
に
対
し
て
、
積
極
説
を
採
る
例
は
は
る
か
に
多
い
。
こ
れ
ら
積
極
説
を
採
る
も
の
の
中
で
代
表
的
な
も
の
は
、
勿

論
丁
〕
の
最
高
裁
決
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
い
た
る
ま
で
の
下
級
裁
に
よ
る
判
例
形
成
の
過
程
を
み
る
意
味
で
ほ
か
に
二
つ
ほ
ど
決
定
例
を

挙
げ
て
お
こ
う
。

　
次
の
福
岡
高
裁
決
定
は
、
遺
産
分
割
協
議
の
成
否
に
争
い
が
あ
る
場
合
に
家
庭
裁
判
所
が
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
遺
産

分
割
の
前
提
問
題
一
般
に
論
及
し
、
審
判
・
決
定
例
の
中
で
は
最
も
詳
細
に
積
極
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
引
用
し
て
お
く
。

　
　
〔
6
〕
　
「
そ
こ
で
遺
産
分
割
の
審
判
手
続
（
家
事
審
判
法
第
九
条
第
一
項
乙
類
）
に
よ
る
審
判
に
お
い
て
、
前
記
の
如
く
本
案
的
審
判
の
前
提
と
な
る
べ
き

　
法
律
上
の
争
に
つ
き
い
か
な
る
措
置
を
採
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
も
し
分
割
の
協
議
が
成
立
し
て
お
り
、
右
協
議
に
取
消
又
は
無
効
の
原
因
が
な
い
限

　
り
、
遺
産
に
属
す
る
権
利
の
帰
属
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
種
紛
争
は
、
私
法
法
規
を
前
提
し
、
争
あ
る
事
実
を
確
定
し
、
こ
れ
に
法
規
を
適
用
し

　
て
既
存
の
権
利
の
存
否
範
囲
を
確
定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
事
件
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
遺
産
分
割
の
審
判
手
続
は
、
相
当
と
認
め
る

　
者
の
傍
聴
を
許
す
と
は
い
え
非
公
開
で
行
わ
れ
、
対
立
当
事
者
主
義
を
採
ら
ず
、
職
権
審
理
主
義
を
採
用
し
、
審
判
の
範
囲
も
必
ら
ず
し
も
申
立
に
拘
束
さ
れ
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遺産分割審判における二つの問題点　←1

る
こ
と
な
く
そ
の
他
手
続
全
般
に
百
一
っ
て
簡
易
迅
速
が
主
眼
と
さ
れ
て
い
て
、
民
事
訴
訟
手
続
と
著
し
く
異
る
。
そ
の
審
判
事
件
は
国
家
が
端
的
に
私
人
間
の

生
活
関
係
に
干
渉
し
後
見
的
作
用
を
目
的
と
す
る
い
わ
ゆ
る
非
訟
事
件
で
、
そ
の
審
判
は
当
事
者
間
に
権
利
義
務
を
創
設
し
且
つ
執
行
力
を
有
す
る
。
そ
こ
で

審
判
の
前
提
と
し
て
訴
訟
事
件
に
属
す
る
法
律
関
係
が
争
わ
れ
た
場
合
、
か
よ
う
な
効
果
を
も
つ
審
判
は
右
法
律
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い

て
の
見
解
が
一
致
し
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
こ
の
問
題
処
理
に
採
る
べ
き
措
置
と
し
て
次
の
四
説
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
か
か
る
問
題
は
元
来
民
事
訴
訟
の

対
象
で
あ
っ
て
審
判
の
対
象
と
な
り
得
な
い
か
ら
、
審
判
の
申
立
は
審
判
の
基
礎
を
欠
く
も
の
と
し
て
却
下
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
は
、
申
立
は
一
応
維
持
し

て
お
い
て
、
前
提
問
題
に
対
す
る
民
事
訴
訟
に
よ
る
解
決
を
侯
っ
て
審
判
す
べ
く
、
そ
れ
ま
で
審
判
手
続
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
は
、
前
提
問
題
が
争

う
者
の
全
く
の
言
い
が
か
り
で
そ
の
理
由
の
な
い
こ
と
明
ら
か
な
場
合
は
そ
の
認
定
に
従
っ
て
棄
却
な
い
し
分
割
の
審
判
を
な
す
べ
き
で
あ
る
（
明
ら
か
で
な

い
場
合
は
前
記
第
一
か
第
二
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
）
。
そ
の
四
は
、
審
判
と
し
て
前
提
問
題
に
つ
い
て
も
審
理
判
断
を
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
審
判
手
続

と
し
て
申
立
却
下
な
い
し
分
割
の
最
終
的
、
実
体
的
審
判
を
目
標
と
し
て
進
行
し
終
結
す
べ
き
で
あ
る
。

　
当
裁
判
所
は
第
四
説
を
採
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　
㈲
審
判
手
続
に
お
い
て
訴
訟
事
件
に
属
す
る
法
律
問
題
が
審
判
の
前
提
と
し
争
わ
れ
た
場
合
、
審
判
の
申
立
を
却
下
す
べ
し
と
か
審
判
を
中
止
す
べ
し
と

か
の
規
定
は
、
家
事
審
判
法
同
規
則
非
訟
事
件
手
続
法
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
み
る
も
何
等
発
見
で
き
な
い
か
ら
、
い
か
な
る
措
置
を
と
る
べ
き
か
は
家
事

審
判
法
の
精
神
に
基
き
こ
れ
に
関
連
あ
る
法
令
の
趣
旨
を
合
理
的
に
解
釈
し
て
決
定
す
る
外
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
事
件
は
す
べ
て
民
事
訴
訟

法
（
な
い
し
人
事
訴
訟
法
）
に
よ
っ
て
の
み
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
審
判
な
い
し
非
訟
事
件
手
続
で
は
一
切
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
法
理
は
存
し
な
い
。

審
判
手
続
が
か
よ
う
な
判
断
を
な
し
え
な
い
構
造
を
と
っ
て
お
れ
ば
格
別
家
事
審
判
法
並
び
に
同
法
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
非
訟
事
件
手
続
法
第
一
編
の
規
定

に
よ
れ
ば
、
当
事
者
の
由
立
、
陳
述
、
期
日
及
び
証
拠
等
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
件
の
如
き
訴
訟
事
件
的
前
提
問
題

に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
活
用
し
て
充
分
当
事
者
の
主
張
を
聴
取
し
証
拠
調
を
施
行
し
て
前
提
問
題
の
当
否
を
判
断
し
う
る
手
続
構
造
を
な
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
審
判
は
か
よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
前
提
問
題
を
判
断
し
そ
の
結
果
に
基
き
分
割
の
申
立
を
却
下
す
る
な
り
分
割
の
審
判
を
な
す
か
を
決
定
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

　
　
回
の
み
な
ら
ず
審
判
の
対
象
は
家
庭
に
関
す
る
紛
争
な
い
し
問
題
で
あ
っ
て
、
個
人
間
の
権
利
義
務
の
判
定
に
止
ま
ら
ず
夫
婚
親
子
な
し
親
族
間
の
継
続

的
血
縁
的
共
同
生
活
関
係
の
調
整
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
事
件
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
以
上
の
手
続
の
外
に
更
に
本
人
出
頭
の
原
則
、
職
権
に
よ
る
証
拠
調
、
家

庭
裁
判
所
調
査
官
に
よ
る
事
実
の
調
査
、
報
告
の
聴
取
等
を
な
し
う
る
こ
と
と
し
、
訴
訟
事
件
が
必
要
的
当
事
者
対
審
の
方
式
に
拘
束
さ
れ
て
と
も
す
れ
ば
事

件
の
真
相
と
適
正
迅
速
な
解
決
に
遠
ざ
か
る
お
そ
れ
あ
る
を
防
止
し
、
国
家
が
民
法
そ
の
他
の
法
律
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
家
庭
生
活
に
対
す
る
後
見
的
干

渉
、
指
導
を
達
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
を
構
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
前
記
第
輔
な
い
し
第
三
の
説
は
訴
訟
事
件
た
る
性
質
を
有
す
る
前
提
問
題
に
つ
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説論

い
て
は
審
判
に
お
い
て
一
切
ふ
れ
な
い
と
の
誤
っ
た
見
解
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
家
事
審
判
法
の
所
期
す
る
目
的
に
合
致
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
元
来
審
判
は
非
訟
事
件
の
裁
判
と
同
じ
く
当
事
者
間
の
権
利
義
務
の
確
定
の
み
を
終
局
的
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
の
後
見
的
作
用
を
達
成
す
る

手
段
で
あ
る
が
、
終
局
的
に
は
一
定
の
法
律
関
係
の
創
設
を
目
的
と
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
の
事
実
認
定
そ
れ
に
伴
う
法
律
関
係
の
判
断
を
経

る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
判
断
そ
れ
自
体
を
終
局
的
目
標
と
し
な
い
と
い
う
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

二
　
次
に
、
こ
と
を
実
際
的
に
考
え
て
み
る
。
こ
の
種
の
前
提
間
題
に
つ
い
て
第
一
、
第
二
説
を
採
る
に
お
い
て
は
、
分
割
審
判
の
結
果
現
状
の
変
更
に
よ
り

不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
あ
る
相
手
方
（
例
え
ば
相
続
財
産
を
占
有
す
る
相
続
人
）
は
い
つ
で
も
さ
よ
う
な
前
提
問
題
（
例
え
ば
本
件
の
如
き
協
議
の
存
在
、
遺

産
の
範
囲
、
相
続
人
の
適
格
）
を
争
う
こ
と
に
よ
っ
て
審
判
を
拒
否
し
う
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
し
て
こ
と
の
解
決
は
と
も
す
れ
ば
遅
延
し
多
大
の
費
用
を
要

し
、
且
つ
公
開
の
法
廷
で
骨
肉
相
争
う
醜
状
を
呈
す
る
訴
訟
に
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
訴
訟
の
結
果
分
割
の
協
議
が
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
旨
の
判
決
が
確
定
す
れ
ば
、
審
判
手
続
に
お
い
て
更
に
申
立
人
相
手
方
双
方
の
事
情
を
聴
取
し
証
拠
調
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
よ
う
な
二
重
の
手
間
を

必
ら
ず
ふ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
審
判
手
続
に
お
い
て
当
事
者
双
方
の
主
張
弁
解
を
充
分
聴
取
し
た
な
ら
ば
、
審
判
の
結
果
如
何
に
よ
っ

て
更
に
民
事
訴
訟
の
提
起
さ
れ
る
確
率
は
少
い
で
あ
ろ
う
こ
と
に
鑑
み
（
本
案
化
し
た
仮
処
分
事
件
の
判
決
後
更
に
民
事
訴
訟
の
提
起
さ
れ
る
こ
と
の
少
い
事

例
を
想
起
す
る
）
、
む
し
ろ
、
審
判
手
続
に
お
い
て
前
提
問
題
判
断
の
た
め
民
事
訴
訟
法
の
諸
規
定
を
可
及
的
に
準
用
し
て
当
事
者
双
方
の
主
張
弁
解
を
充
分
に

参
酌
し
、
そ
の
得
た
る
心
証
に
基
き
協
議
存
在
を
認
定
し
て
申
立
を
却
下
す
る
な
り
、
或
は
協
議
不
存
在
を
理
由
に
分
割
の
審
判
を
す
る
の
が
最
も
実
際
に
適

し
た
措
置
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
第
三
説
は
、
叙
上
の
審
判
阻
止
の
手
段
を
封
じ
う
る
見
解
で
は
あ
る
が
、
そ
の
主
張
す
る
よ
う
な
「
一
見
し
て
理
由
な
き
こ

と
明
白
な
場
合
」
と
し
か
ら
ざ
る
場
合
と
の
区
別
は
し
か
く
容
易
で
は
な
ノ
＼
且
つ
、
か
か
る
区
別
を
た
て
る
理
論
的
根
拠
に
も
乏
し
い
か
ら
採
る
こ
と
が
で

き
な
い
Q

三
　
当
裁
判
所
の
採
る
見
解
に
対
し
予
想
せ
ら
れ
る
二
、
三
の
批
判
に
つ
い
て
補
足
的
説
明
を
簡
単
に
附
加
し
て
お
こ
う
。

　
　
⑲
訴
訟
事
件
た
る
べ
き
前
提
問
題
に
関
す
る
審
判
に
既
判
力
が
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
帰
結
い
か
ん
は
叙
上
の
見
解
を
左
右
す
る
も

の
と
は
考
え
な
い
。
た
だ
、
審
判
に
既
判
力
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
、
こ
の
種
前
提
問
題
に
つ
い
て
審
理
す
る
の
は
徒
労
で
あ
る
と
か
権
利
関
係
の
錯
綜
紛

糾
を
来
す
と
か
の
見
解
は
、
そ
の
理
由
の
な
い
こ
と
現
行
法
の
認
め
る
任
意
競
売
の
手
続
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
抵
当
権
実
行

の
申
立
に
よ
る
不
動
産
競
売
事
件
で
は
抵
当
権
不
存
在
を
理
由
に
競
売
手
続
開
始
決
定
に
対
す
る
異
議
の
申
立
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
右
異
議
事
由
は

訴
訟
事
件
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
な
と
こ
ろ
、
執
行
過
程
で
こ
れ
を
判
断
し
て
も
既
判
力
が
な
い
か
ら
、
或
は
こ
れ
を
判
決
で
確
定
し
な
い
で
競
売
が
終
了
す
れ

ば
権
利
関
係
が
紛
糾
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
執
行
裁
判
所
は
か
か
る
場
合
異
議
事
由
た
る
訴
訟
事
件
の
判
決
確
定
ま
で
競
売
手
続
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
か

競
売
申
立
を
却
下
す
べ
し
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
任
意
競
売
は
抵
当
権
存
在
の
疎
明
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
開
始
決
定
を
な
す
に
は
そ
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遺産分割審判における二つの問題点　8

の
疎
明
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
疎
明
あ
っ
て
手
続
進
行
中
異
議
の
申
立
に
よ
っ
て
そ
の
不
存
在
の
主
張
が
あ
れ
ば
、
執
行
裁

判
所
は
必
要
な
証
拠
調
場
合
に
よ
っ
て
は
口
頭
弁
論
を
開
く
等
の
措
置
を
と
っ
て
こ
れ
に
対
す
る
判
断
を
な
し
、
手
続
を
進
行
す
べ
き
か
競
売
甲
立
を
却
下
す

べ
き
か
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
競
売
法
が
抵
当
権
実
行
に
つ
い
て
採
る
手
続
構
造
で
あ
っ
て
審
判
も
こ
れ
と
同
様
に
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
回
前
提
問
題
に
つ
い
て
訴
の
提
起
が
あ
り
他
方
審
判
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合
い
か
に
処
置
す
べ
き
か
。
訴
訟
と
調
停
と
が
平
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
民

事
調
停
規
則
第
五
条
家
事
審
判
規
則
第
ご
二
〇
条
に
規
定
が
あ
り
、
任
意
競
売
に
お
け
る
開
始
決
定
と
訴
訟
と
が
平
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
民
事
諦
訟
法
第

五
四
四
条
第
五
二
二
条
二
項
又
は
第
五
四
五
条
第
五
四
七
条
の
仮
の
処
分
の
準
用
措
置
が
と
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
本
問
の
場
合
依
る
べ
き
規
定
を
見
な

い
。
と
こ
ろ
で
実
際
に
お
い
て
当
事
者
の
一
方
が
前
提
問
題
に
つ
い
て
訴
を
提
起
し
他
の
一
方
が
審
判
の
申
立
を
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
あ
る
ま
い
。
万
一
、
二

つ
の
事
件
が
同
時
に
係
属
し
た
と
し
て
も
、
当
事
者
が
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
を
平
行
し
て
進
行
さ
せ
る
意
図
を
表
示
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
必
ら
ず
や

い
ず
れ
か
一
方
の
手
続
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
は
か
る
べ
く
協
定
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
右
協
定
に
し
た
が
い
裁
判
も
そ
の
手
続
を
進
行
さ
せ
る
か
事
実

上
中
止
す
る
か
の
措
置
を
採
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
ら
ざ
る
と
き
は
む
し
ろ
審
判
を
中
止
し
訴
訟
手
続
を
進
捗
す
る
訴
訟
指
揮
に
出
づ
る
の
を
相
当
と
解
す

る
Q

　
　
＠
審
判
手
続
に
お
い
て
こ
の
種
前
提
問
題
を
判
断
す
べ
き
こ
と
と
な
る
と
審
判
制
度
の
機
能
を
充
分
発
揮
で
き
な
く
な
る
と
い
う
「
審
判
の
訴
訟
事
件
化
」

の
懸
念
が
あ
る
。
審
判
制
度
の
目
的
か
ら
い
え
ば
、
か
か
る
前
提
問
題
に
つ
い
て
争
の
な
い
事
件
に
つ
い
て
審
判
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
首

肯
で
き
る
し
、
ま
た
実
際
に
お
い
て
さ
よ
う
な
事
件
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
飽
く
ま
で
「
主
た
る
」
ね
ら
い
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
法
律
的
拘
束
で

な
い
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
否
却
っ
て
、
家
庭
事
件
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
事
件
の
種
類
に
よ
る
手
続
の
特
殊
化
と
も
い
う
べ
き
理
念
に
導
か
れ
て
、
家

庭
事
件
で
あ
る
限
り
た
と
え
前
提
問
題
に
つ
い
て
争
が
あ
っ
て
も
こ
れ
に
つ
き
訴
訟
手
続
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
冒
題
説
明
の
特
色
を
も
つ
審
判
手
続
に
よ
っ

て
処
理
解
決
す
る
を
適
当
と
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
審
判
事
件
の
処
理
に
繁
忙
を
来
す
と
し
て
も
審
判
制
度
の
目
的
に
反
す
る
も
の
と
言
う

こ
と
は
で
き
ま
い
。
こ
れ
、
仮
処
分
の
本
案
化
の
問
題
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
．
」
（
翻
懸
耀
、
輩
動
蘇
）

〔
7
〕
　
相
続
財
産
の
範
囲
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
と
の
理
由
で
遺
産
分
割
審
判
の
申
立
を
却
下
し
た
原
審
判
を
不
当
と
し
て
取
消
し
差
戻
し
た
事
例
。

　
「
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
分
割
の
審
判
を
す
る
に
際
し
相
続
財
産
の
範
囲
に
争
の
あ
る
場
合
こ
れ
を
確
定
す
る
た
め
の
審
理
を
な
し
得
な
い
も
の
と
解
せ
ね
ば

な
ら
な
い
根
拠
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
法
が
遺
産
の
分
割
を
家
庭
裁
判
所
の
審
判
事
項
と
定
め
た
法
意
を
考
え
る
と
き
は
、
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
当
事
者

間
に
争
が
な
く
そ
の
範
囲
の
明
確
な
場
合
に
の
み
こ
れ
が
分
割
を
家
庭
裁
判
所
に
委
ね
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
相
続
財
産
の
範
囲
に
つ
き
共
同
相
続

人
聞
に
争
が
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
そ
の
範
囲
が
不
明
確
な
場
合
に
お
い
て
こ
れ
を
確
定
す
る
た
め
の
審
判
は
当
該
審
判
手
続
に
よ
ら
し
め
た
も
の
と
み
る
の

が
相
当
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
事
実
の
調
査
及
び
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
証
拠
調
を
し
て
相
続
財
産
の
範
囲
を
確
定
し
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説訟両冊

　
た
上
正
当
な
当
事
者
問
に
お
い
て
分
割
の
審
判
を
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
確
定
し
た
な
ら
ば
審
判
自
体
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

　
あ
る
。
尤
も
、
右
審
判
は
そ
の
前
提
と
な
っ
た
相
続
財
産
の
範
囲
に
つ
き
既
判
力
を
有
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
第
三
者
は
も
ち
ろ
ん
当
事
者
に
お
い
て
も
別

　
に
訴
を
も
っ
て
そ
の
帰
属
を
争
う
こ
と
は
さ
ま
た
げ
な
く
、
そ
の
結
果
、
分
割
の
審
判
に
お
け
る
相
続
財
産
の
範
囲
の
認
定
と
別
訴
に
お
け
る
認
定
と
に
差
異

　
を
生
じ
ひ
い
て
は
分
割
に
よ
っ
て
各
相
続
人
が
取
得
し
た
相
続
財
産
に
暇
疵
あ
る
こ
と
と
な
り
民
法
第
九
コ
条
の
規
定
に
よ
り
共
同
相
続
人
相
互
に
担
保
の

　
責
に
任
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
の
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
た
め
審
判
手
続
に
お
い
て
相
続
財
産
の
範
囲
を
審
理
し
認
定
す
る
こ
と
を

否
定
す
る
論
拠
姦
芝
足
り
な
い
．
」
（
驚
鞭
雄
響
旭
鑑
家
）

　
こ
れ
ら
二
つ
の
決
定
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
積
極
説
を
採
る
判
例
の
内
容
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
特
に
〔
6
〕
の
決
定
は
、

積
極
説
を
採
る
理
由
を
か
な
り
詳
細
に
述
べ
て
は
い
る
が
、
「
訴
訟
事
件
た
る
べ
き
前
提
問
題
に
関
す
る
審
判
に
既
判
力
が
あ
る
か
ど
う
か
は

問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
帰
結
い
か
ん
は
叙
上
の
見
解
を
左
右
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い
」
と
か
、
「
家
庭
事
件
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
事
件
の

種
類
に
よ
る
手
続
の
特
殊
化
と
も
い
う
べ
き
理
念
に
導
か
れ
て
、
家
庭
事
件
で
あ
る
限
り
た
と
え
前
提
問
題
に
つ
い
て
争
が
あ
っ
て
も
こ
れ
に

つ
ぎ
訴
訟
手
続
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
冒
頭
説
明
の
特
色
を
も
つ
審
判
手
続
に
よ
っ
て
処
理
解
決
す
る
を
適
当
と
レ
す
る
と
か
述
べ
て
、
現
在

の
積
極
説
と
は
若
干
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
最
高
裁
の
判
例
が
、
す
で
に
「
家
事
審
判
の
性
質
」
の
項
で
み
た
よ

う
に
、
当
初
い
か
な
る
裁
判
手
続
を
採
用
す
る
か
は
立
法
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
非
訟
手
続
に
よ
っ
て
実
体
的
権
利
義
務
関
係
を
確

定
し
て
も
違
憲
で
は
な
い
と
し
て
い
た
こ
と
の
影
響
で
あ
ろ
う
（
こ
の
決
定
自
身
前
記
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
の
最
高
裁
判
決
を
同
判
決
の
罹

災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
一
五
条
の
裁
判
と
家
事
審
判
を
全
く
同
一
に
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
に
せ
よ
と
し
つ
つ
引
用
し
て
い
る
）
。

現
在
の
積
極
説
は
、
〔
1
〕
の
決
定
が
述
べ
る
よ
う
に
、
相
続
権
の
存
否
、
相
続
財
産
の
範
囲
な
ど
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
は
、
O
実
体
法
上
の

権
利
関
係
で
あ
る
か
ら
そ
の
終
局
的
確
定
は
訴
訟
事
項
と
し
て
対
審
公
開
の
判
決
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
◎
し
か
し
家
事
審
判
は

既
判
力
を
生
じ
な
い
か
ら
家
庭
裁
判
所
は
課
せ
ら
れ
た
遺
産
分
割
の
職
務
を
迅
速
に
果
す
た
め
に
こ
の
前
提
問
題
を
審
理
．
判
断
し
た
上
で
分

割
審
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
日
当
事
者
は
別
に
訴
を
提
起
し
て
前
提
問
題
を
争
う
こ
と
が
で
ぎ
る
が
そ
の
結
果
審
判
と
異
る
判
決
が
確
定

す
れ
ば
審
判
は
そ
の
限
度
で
効
力
を
失
う
、
の
三
点
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
学
説
に
お
け
る
積
極
説
も
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
こ
れ
と
同
趣
旨
で
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遺産分割審判における二つの問題点　e

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
積
極
説
で
も
こ
れ
と
内
容
を
著
し
く
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
〔
1
〕
か
ら
〔
3
〕
ま
で
の
決
定
に
対
す

る
山
田
裁
判
官
の
少
数
意
見
で
あ
る
が
、
家
事
事
件
の
特
殊
性
か
ら
民
法
お
よ
び
家
事
審
判
法
は
そ
れ
を
非
公
開
の
家
事
審
判
に
よ
っ
て
処
理

す
べ
ぎ
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
前
提
問
題
と
い
え
ど
も
同
様
に
と
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
事
者
に
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
お
よ
び
判
決
を
求
め
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
い
わ
ば
家
族
財
産
関
係
を
近
代
市
民
法
原
理
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す

る
主
張
で
あ
り
、
特
異
な
見
解
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
工
）
　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
判
例
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
抗
告
審
の
論
旨
か
ら
消
極
説
を
採
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
　
〔
7
〕
の
原
審
た
る
神
戸
家
洲
本
支
審
昭
三
〇
・
一
二
・
二
六
、
東
京
高
決
昭
四
〇
・
五
・
二
四
（
家
裁
月
報
一
七
巻
二
号
一
〇
一
頁
）
の
原
審
た

　
　
　
　
る
千
葉
家
八
日
市
支
審
（
審
判
の
年
月
日
不
詳
）
な
ど
。

　
　
（
2
）
　
積
極
説
を
採
る
も
の
と
し
て
は
、
本
文
引
用
の
〔
1
〕
、
〔
6
〕
、
〔
7
〕
以
外
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
仙
台
家
審
昭
三
〇
・
五
・
一
八
家
裁
月
報
七
巻

　
　
　
　
七
号
四
一
頁
、
福
岡
高
決
昭
三
三
・
二
二
〇
家
裁
月
報
一
〇
巻
二
号
六
三
頁
、
鹿
児
島
家
審
昭
三
三
・
四
・
五
家
裁
月
報
一
〇
巻
四
号
三
二
頁
、
鹿

　
　
　
　
児
島
家
審
昭
三
三
・
四
・
叫
二
家
裁
月
報
一
〇
巻
四
号
三
七
頁
、
広
島
家
呉
支
審
昭
三
三
・
ニ
マ
ニ
六
家
裁
月
報
二
巻
四
号
二
六
頁
、
大
阪
高

　
　
　
　
決
昭
三
六
・
七
・
一
九
家
裁
月
報
一
三
巻
一
〇
号
九
八
頁
、
大
阪
高
決
昭
三
六
・
一
〇
・
二
八
家
裁
月
報
一
四
巻
三
号
一
一
八
頁
、
高
松
高
決
昭
三
七

　
　
　
　
　
・
一
・
二
二
家
裁
月
報
一
四
巻
六
号
一
〇
八
頁
、
秋
田
家
大
曲
支
審
昭
三
七
・
六
・
一
三
家
裁
月
報
一
四
巻
一
〇
号
一
三
七
頁
、
福
岡
高
決
昭
三
七
．

　
　
　
　
八
・
一
六
家
裁
月
報
一
五
巻
一
号
一
四
〇
頁
、
高
松
高
決
昭
三
八
二
子
一
五
家
裁
月
報
一
五
巻
六
号
五
四
頁
、
福
岡
家
審
昭
三
八
・
九
・
二
扁
家
裁

　
　
　
　
月
報
一
五
巻
一
二
号
一
七
一
頁
、
大
阪
家
審
昭
三
八
・
一
〇
・
二
九
家
裁
月
報
一
六
巻
二
号
八
九
頁
、
福
岡
高
決
昭
三
八
・
一
二
・
二
七
家
裁
月
報
一

　
　
　
　
六
巻
四
号
一
壬
二
頁
、
札
幌
高
決
昭
三
九
・
九
・
二
九
家
裁
月
報
一
七
巻
一
号
九
〇
頁
、
岡
山
家
審
昭
三
九
・
一
二
・
二
八
家
裁
月
報
一
七
巻
二
号
六

　
　
　
　
〇
頁
、
福
岡
高
宮
崎
支
決
昭
四
〇
・
三
二
家
裁
月
報
扁
七
巻
九
号
五
三
頁
、
大
阪
高
決
昭
四
〇
・
四
二
三
家
裁
月
報
一
七
巻
一
〇
号
一
〇
二
頁
、

　
　
　
　
東
京
高
決
昭
四
〇
・
五
・
二
四
家
裁
月
報
一
七
巻
二
号
一
〇
一
頁
、
盛
岡
家
審
昭
四
二
・
四
・
一
二
家
裁
月
報
一
九
巻
二
号
二
〇
頁
、
福
岡
高

　
　
　
　
決
昭
四
四
・
三
・
二
九
家
裁
月
報
二
一
巻
一
〇
号
一
〇
八
頁
。

　
　
（
3
）
　
山
田
裁
判
官
の
意
見
は
次
の
通
り
。
「
わ
た
く
し
は
、
家
事
審
判
法
九
条
一
項
乙
類
一
〇
号
に
規
定
す
る
遺
産
分
割
に
関
す
る
処
分
の
審
判
が
憲
法
三

　
　
　
　
二
条
、
八
二
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る
結
論
に
つ
い
て
は
多
数
意
見
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
多
数
意
見
の
よ
う
に
、
右
審
判
の
本
質
が
非
訴

　
　
　
　
事
件
で
あ
る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
遺
産
分
割
の
性
質
が
家
族
団
体
の
内
部
に
お
け
る
構
成
員
間
の
権
利
義
務
に
関
す
る
争
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求

　
　
　
　
め
ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
多
数
意
見
が
採
用
す
る
昭
和
四
〇
年
六
月
三
〇
日
の
当
大
法
廷
の
二
決
定
中
で
既
に
述
べ
た
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説払頁冊

わ
た
し
の
意
見
と
そ
の
理
論
的
根
拠
を
共
通
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
論
を
さ
け
る
。
な
お
、
多
数
意
見
に
よ
れ
ば
、
遺
産
分
割
の
審
判
の
前
提
事

項
で
あ
る
相
続
財
産
等
の
存
否
に
関
し
て
審
判
中
で
決
定
が
な
れ
た
場
合
で
も
、
後
に
通
常
の
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
い
う
が
、

わ
た
く
し
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
前
提
事
項
が
家
族
団
体
内
部
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
争
で
あ
る
限
り
は
、
更
に
通
常
訴
訟
を
以
て

争
い
う
る
と
い
う
こ
と
に
は
到
底
賛
同
し
難
い
」
（
民
集
二
〇
巻
三
号
三
六
四
頁
）
。
そ
し
て
、
〔
2
〕
に
た
い
す
る
少
数
意
見
で
こ
の
点
を
詳
し
く
述
べ

て
い
る
が
、
そ
の
要
点
は
、
多
数
意
見
の
ご
と
く
解
す
る
こ
と
は
家
庭
裁
判
所
の
な
す
審
判
の
権
威
と
機
能
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
お
よ
び

公
開
法
廷
に
お
い
て
対
審
手
続
で
裁
判
す
る
と
当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
公
開
し
か
え
っ
て
人
権
を
尊
重
し
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

〔
2
〕
に
は
さ
ら
に
、
夫
婚
の
同
居
に
関
す
る
審
判
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
当
事
者
に
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
お
よ
び
判
決
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
す
る
田
中
裁
判
官
の
意
見
が
あ
り
、
横
田
正
俊
、
柏
原
裁
判
官
が
こ
れ
に
同
調
し
、
松
田
、
草
鹿
、
岩
田
の
各
裁
判
官
が
多
数
意
見
に
反
対

し
て
い
る
。

（三）

相
続
人
た
る
地
位

　
遺
産
分
割
事
件
の
中
に
相
続
人
た
る
地
位
に
つ
ぎ
争
い
が
あ
る
場
合
、
家
庭
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
・
判
断
し
た
上
で
分
割
審
判
を
行
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
レ

る
か
で
あ
る
が
、
学
説
、
審
判
・
決
定
例
と
も
に
こ
れ
を
遺
産
の
範
囲
に
つ
き
争
い
が
あ
る
場
合
と
同
様
に
解
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
相
続
人
た
る
地
位
が
争
わ
れ
る
の
に
は
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
戸
籍
簿
上
に
相
続
人
た
る
地
位
に
記
載
さ
れ

て
い
る
者
に
つ
い
て
、
相
続
入
の
廃
除
ま
た
は
そ
の
取
消
（
罎
烈
聖
薮
壼
熱
塾
の
審
判
が
申
立
て
ら
れ
て
い
る
鐘
・
、
認
無
効

取
消
の
訴
（
慨
韮
談
肇
触
、
一
）
が
提
聾
れ
て
い
蕩
合
、
婚
姻
ま
た
は
養
子
縁
組
の
無
効
の
訴
（
議
稿
、
季
論
塞
四
釜
麺

が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
、
嫡
出
否
認
の
訴
（
眠
講
蓋
燦
駅
漣
七
）
が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
奮
振
、
そ
の
者
の
相
続
人
と
し
て
の

地
位
は
そ
の
審
判
ま
た
は
判
決
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
変
動
を
生
ず
る
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
戸
籍
簿
上
相
続
人
た
る
地
位
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
者
に
つ
い
て
、
認
知
の
訴
（
眠
略
発
隆
一
嶽
）
や
釜
塞
る
訴
（
議
藷
録
葬
）
覆
聾
れ
て
い
る
場
宴
ど
高
じ
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
と
し
て
家
庭
裁
判
所
が
審
理
・
判
断
で
ぎ
る
か
と
い
う
問
題
の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
の
権
限
が
問
題
と
な
る
前
提
問
題
は
、
戸
籍
簿
上
相
続
人
た
る
地
位
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
ぎ
相
続
欠

一154＝一



遺産分割審判における二つの問題点　8

格
（
磯
郷
）
、
親
子
関
係
の
不
存
在
、
養
子
縁
組
や
婚
姻
関
係
の
不
存
在
奮
が
分
割
審
判
の
馨
争
貌
る
場
合
や
戸
籍
簿
上
魏
人
た
る

地
位
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
者
に
つ
き
、
親
子
関
係
の
存
在
な
ど
が
同
様
に
争
わ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
に
関
す
る
判
例
は
、
遺
産
分
割
審
判
の
際
に
共
同
相
続
人
の
一
人
が
他
の
相
続
欠
格
を
主
張
し
た
事
案
に
た
い
す
る
〔
1
〕
の
決

定
で
代
表
さ
れ
る
が
、
こ
の
他
に
戸
籍
簿
に
実
子
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
ぎ
そ
れ
が
虚
偽
の
出
生
届
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

そ
の
者
ま
た
は
そ
の
者
の
子
ら
の
代
襲
相
続
を
認
め
ず
こ
れ
ら
を
除
外
し
て
分
割
審
判
を
行
っ
た
例
が
あ
る
。

　
　
〔
8
〕
　
「
当
裁
判
所
は
先
ず
調
停
手
続
に
お
い
て
、
当
事
者
の
互
譲
に
よ
る
円
満
分
割
の
方
法
に
拠
り
事
を
解
決
せ
ん
と
し
て
、
数
次
に
亘
り
調
停
委
員
会

　
を
開
い
て
努
力
し
た
が
遂
に
双
方
の
意
見
の
合
致
点
を
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
審
按
す
る
に
、
被
相
続
人
A
が
昭
和
三
二
年
二
一
月
二
暗
日

　
死
亡
し
、
同
時
に
相
続
が
開
始
し
た
事
、
本
件
当
事
者
が
相
続
人
た
る
事
、
主
文
掲
記
の
物
件
が
遺
産
に
該
当
す
る
こ
と
は
公
簿
上
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で

　
先
づ
本
件
当
事
者
以
外
に
正
当
な
相
続
人
が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
き
職
権
に
よ
り
按
ず
に
亡
B
の
父
C
の
戸
籍
簿
の
記
載
並
び
に
当
裁
判
所
の
調
査
の
結
果

　
　
に
よ
れ
ば
C
に
は
二
男
D
が
あ
っ
て
（
被
相
続
人
A
は
長
男
）
D
は
昭
和
二
八
年
七
月
三
日
死
亡
し
、
代
襲
相
続
人
と
し
て
同
人
の
長
男
ら
、
二
男
砺
、
長
女

　
蝿
、
長
女
砺
（
母
が
違
う
）
の
四
入
が
現
に
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
件
各
当
事
者
の
供
述
並
び
に
夫
々
の
本
人
の
陳
述
に
よ
れ
ば
、
同
人
等
の

　
父
D
は
、
実
際
は
亡
A
の
父
C
（
大
正
一
二
年
九
月
二
三
日
死
亡
）
の
子
で
は
な
く
、
C
の
兄
某
の
子
で
あ
っ
た
が
厄
年
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
巷
間
の

　
迷
信
に
従
い
自
分
の
子
と
し
て
真
正
な
届
出
を
せ
ず
、
弟
C
の
子
と
し
て
虚
偽
の
届
出
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
D
は
（
被
）
相

　
続
人
A
の
兄
弟
で
は
な
く
従
っ
て
同
人
の
子
で
あ
る
前
記
四
名
も
亦
代
襲
相
続
人
た
る
位
地
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
戸
籍
簿
の
記
載
の
如
何
に
拘

智
ず
、
同
人
等
は
相
続
人
で
は
な
く
、
真
正
の
相
続
人
は
本
件
当
事
者
三
名
の
み
で
あ
歪
と
萌
ぷ
で
あ
る
．
」
（
魏
羅
謬
動
一
髭
象
八
）

　
　
　
〔
9
〕
　
「
申
立
人
と
し
て
は
、
か
か
る
亡
A
（
被
相
続
人
）
の
戸
籍
の
記
載
を
訂
正
し
て
か
ら
、
本
件
遺
産
分
割
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
事
理
に
か
な
う
乙

　
　
と
と
な
る
が
、
更
に
、
考
え
る
と
、
嫡
出
子
で
な
い
者
が
、
た
ま
た
ま
、
戸
籍
簿
に
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
該
身
分
を
取
得
す

　
　
べ
き
理
由
は
な
い
し
、
ま
た
、
戸
籍
簿
の
記
載
は
、
そ
の
内
容
で
あ
る
身
分
関
係
に
つ
き
、
単
に
、
一
応
の
証
拠
と
な
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
公
信
力
を

　
　
も
つ
も
の
で
な
く
、
戸
籍
簿
以
外
の
他
の
証
拠
に
よ
り
戸
籍
簿
の
記
載
の
内
容
が
真
正
の
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
は
、
審
判
を
な
す
必
要
な
限
度

　
　
に
お
い
て
、
戸
籍
簿
の
記
載
に
異
な
る
真
正
の
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
法
律
上
許
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
戸
籍
訂
正
に
関
す
る
戸
籍
法
上
の
規
定
も
、
単

　
　
に
戸
籍
の
記
載
を
真
実
に
合
致
さ
せ
る
た
め
の
手
続
を
定
め
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
訂
正
の
手
続
を
了
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
記
載
と
異
な
る
事
実
の

　
　
主
張
や
認
定
を
許
さ
な
い
法
意
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
遺
産
分
割
の
審
判
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
、
亡
A
の
戸
籍
の
訂
正
を
ま
た
ず
し
て
、
前
記
証
拠
に
ょ
り

　
　
相
手
方
Ψ
は
、
亡
A
の
二
女
で
は
な
く
、
B
の
婚
姻
外
の
子
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
戸
籍
簿
の
記
載
に
異
な
る
事
実
の
認
定
を
な
し
、
こ
の
認
定
の
も
と
に
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亡
A
の
共
同
相
続
人
で
あ
る
申
立
人
X
（
A
の
養
子
）
、
相
手
方
磧
（
A
の
妻
）
及
び
砺
（
A
の
実
子
）
の
三
名
が
、
本
件
遺
産
を
分
割
す
る
こ
と
は
、
な

ん
ら
妨
宴
い
と
い
わ
蒔
れ
ば
な
ら
な
い
．
」
（
講
物
舗
拙
講
聾
奎
態

な
お
、
民
猿
、
相
続
の
放
棄
に
つ
い
て
、
相
続
の
放
棄
を
し
た
者
は
初
め
か
ら
相
続
人
と
奮
盗
・
奄
の
と
窪
ズ
議
勧
）
も

て
い
る
か
ら
、
相
続
放
棄
の
有
無
お
よ
び
そ
の
有
効
無
効
は
、
相
続
人
た
る
地
位
に
係
る
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
判
例
は
、
同
じ
く
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

棄
の
効
力
の
有
無
を
終
局
的
に
確
定
す
る
の
は
通
常
の
民
事
訴
訟
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
家
庭
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
・
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

断
し
た
上
で
分
割
審
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
　
（
1
）
　
学
説
に
つ
い
て
は
、
本
稿
ご
二
七
頁
注
（
2
）
な
い
し
（
4
）
参
照
。

　
　
（
2
）
　
〔
8
〕
、
〔
9
〕
の
ほ
か
に
福
岡
高
決
昭
三
九
・
一
二
一
二
家
裁
月
報
一
六
巻
六
号
一
四
八
頁
が
あ
る
。
こ
の
決
定
は
、
戸
籍
簿
上
実
子
と
記
載
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
者
に
つ
き
そ
れ
を
実
子
で
な
い
と
認
定
し
た
原
審
を
正
当
と
し
、
更
に
養
子
縁
組
の
問
．
題
に
も
論
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
抗
告

　
　
　
　
人
等
は
、
仮
に
抗
告
人
等
が
前
記
夫
婦
の
実
子
で
な
い
と
し
て
も
、
戸
籍
上
右
両
名
の
子
と
し
て
出
生
届
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
夫
婚
が
抗
告
人
等
を

　
　
　
　
実
子
同
様
に
養
育
し
よ
う
と
し
た
意
思
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
し
か
も
右
夫
婦
が
抗
告
人
等
を
実
子
同
様
に
養
育
し
た
の
で
あ
る
か
ら
抗
告
入
等
と
右

　
　
　
　
夫
婦
と
の
間
に
養
親
子
関
係
を
認
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
養
子
縁
組
は
戸
籍
法
に
よ
る
そ
の
届
出
に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
養

　
　
　
　
子
縁
組
当
事
者
の
意
思
或
は
実
子
同
様
の
養
育
の
実
績
の
み
に
よ
っ
て
養
子
縁
組
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
」

　
　
（
3
）
　
最
判
昭
二
九
二
二
・
二
四
民
集
八
巻
一
二
号
二
三
一
〇
頁
。

　
　
（
4
）
　
浦
和
家
審
昭
三
八
・
三
・
一
五
家
裁
月
報
一
五
巻
七
号
一
一
八
頁
。
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（四）

遺
産
分
割
協
議
の
成
否

　
遺
産
は
、
被
相
続
人
が
遺
言
に
よ
っ
て
分
割
方
法
を
定
め
ま
た
は
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
を
第
三
者
に
委
託
し
た
場
合
以
外
は
、
原
則
と
し
て

共
同
魏
人
の
遺
募
割
協
藩
吉
各
魏
人
雰
割
嚢
る
（
嚴
読
。
。
篠
）
．
あ
分
割
協
議
が
共
同
相
続
人
間
講
わ
言
た

は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が
各
共
同
相
続
人
の
請
求
に
よ
り
遺
産
の
分
割
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る



遺産分割審判における二つの問題点　日

（
恨
箋
卿
）
。

　
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
共
同
相
続
人
の
共
有
状
態
に
あ
る
遺
産
を
各
相
続
人
の
単
独
所
有
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
各
共
同
相
続
人
が
家
庭
裁
判
所
に
分
割
審
判
の
申
立
を
行
う
た
め
に
は
、
分
割
協
議
が
調
わ
な
い
こ
と

ま
た
は
協
議
が
で
き
な
い
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
有
効
な
分
割
協
議
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
、
各
共
同
相
続
人
の
遺
産
分
割
審
判

申
立
権
の
存
否
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
分
割
の
前
提
問
題
た
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
学
説
、
審
判
．
決
定
例
は
と
も
に

わ
か
れ
て
い
る
。

　
消
極
説
を
と
る
審
判
例
は
少
な
く
、
次
に
挙
げ
る
も
の
し
か
み
あ
た
ら
な
い
が
、
理
論
構
成
は
他
の
場
合
の
消
極
説
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
〔
n
〕
の
原
審
で
あ
る
が
、
相
手
方
が
共
同
相
続
人
の
一
入
で
あ
る
被
相
続
人
の
妻
の
参
加
が
な
い
の
に
こ
の
者
が
遺
産
全
部
を
相
手
方

に
分
与
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と
議
協
書
を
偽
造
し
所
有
権
移
転
登
記
を
す
ま
せ
た
の
に
た
い
し
て
、
被
相
続
人
の
妻
か
ら
相
続
分
の
贈
与
を

受
け
た
申
立
人
が
こ
の
移
転
登
記
の
無
効
を
主
張
し
て
遺
産
分
割
の
審
判
を
求
め
た
事
案
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

〔
1
0
〕
　
「
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
遺
産
分
割
に
つ
き
協
議
が
成
立
す
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所
は
当
事
者
の
意
思
表
示
に
代
る
審
判
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

右
協
議
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
権
利
関
係
に
関
す
る
紛
争
は
民
事
訴
訟
事
項
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て

遺
産
分
割
に
関
す
る
協
議
が
成
立
し
た
と
し
、
か
つ
こ
れ
を
証
す
る
に
足
る
書
面
が
作
成
さ
れ
、
特
に
そ
の
書
面
に
基
き
不
動
産
に
つ
き
所
有
権
移
転
登
記
が

な
さ
れ
た
り
な
ど
し
て
、
形
式
上
一
応
そ
の
協
議
が
有
効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
協
議
の
存
在
な
い
し
効
力
に
つ
き
争
い

が
あ
る
と
き
に
も
、
通
常
の
民
事
訴
訟
手
続
に
従
い
利
害
関
係
人
を
し
て
充
分
に
攻
撃
防
禦
を
つ
く
さ
せ
た
う
え
で
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
家
事
審
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
民
事
訴
訟
手

続
に
よ
っ
て
遺
産
分
割
に
つ
い
て
の
協
議
の
無
効
な
い
し
遺
産
分
割
請
求
権
の
存
在
及
び
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
な
ど
に
つ
い
て
の
確
定
判
決
を
得
た
う
え

で
、
改
め
て
民
法
及
び
家
事
審
判
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
分
割
の
手
続
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
件
申
立
は
こ
れ
を
要
す
る
に
、
共
同
相
続
人
間
で
相
続
財
産
分
割
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
と
し
、
協
議
が
成
立
し
た
旨
の
書
面
が
作
成

さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
が
一
応
有
効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
相
続
財
産
全
部
に
つ
き
相
手
方
名
義
の
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
と

な
る
協
議
の
申
立
人
に
相
続
分
を
贈
与
し
た
件
外
（
被
相
続
人
の
妻
）
が
参
加
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
協
議
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
に
帰
す
る
か
ら
、
こ
れ
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が
是
非
を
確
定
す
る
こ
と
は
当
裁
判
所
の
権
限
外
に
属
す
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
、
家
事
審
判
事
件
と
民
事
訴
訟
事
件
と
は
そ
れ
ぞ
れ
著
し
く
性
質

　
を
異
に
し
て
お
り
、
法
律
上
の
効
果
も
同
一
で
な
い
た
め
、
本
件
申
立
を
も
っ
て
遺
産
分
割
に
つ
い
て
の
協
議
無
効
確
認
な
い
し
遺
産
分
割
請
求
権
存
在
確
認

を
求
め
る
訴
訟
と
み
て
、
こ
れ
書
轄
裁
判
所
霧
送
す
る
こ
と
薯
毒
い
．
」
（
鶏
腺
輩
、
垂
勲
麺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
マ

　
こ
れ
に
た
い
し
て
積
極
説
を
採
る
も
の
は
、
他
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
数
は
多
い
。
ま
た
そ
の
論
旨
も
他
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
〔
6
〕
の
福
岡
高
裁
決
定
で
あ
る
が
、
他
に
二
つ
の
決
定
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
〔
∬
〕
　
〔
⑳
〕
の
抗
告
審
。
遺
産
分
割
協
議
の
成
否
に
つ
き
争
が
あ
る
場
合
家
庭
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
・
判
断
す
る
権
限
は
な
く
、
通
常
の
民
事
訴
訟
に

　
よ
っ
て
そ
の
協
議
の
存
否
、
有
効
無
効
が
決
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
原
審
を
不
当
と
し
て
こ
れ
を
取
消
し
差
戻
し
た
事
例
。

　
　
　
「
当
裁
判
所
は
、
争
の
あ
る
先
決
問
題
が
民
事
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
場
合
で
も
該
問
題
に
つ
き
確
定
判
決
が
な
い
限
り
、
家
庭
裁
判
所
は
そ
の
独
自
の
立
場

　
か
ら
先
決
問
題
に
つ
き
調
査
・
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
e
　
遺
産
分
割
の
処
分
な
ど
の
家
事
審
判
法
第
九
条
一
項
乙
類
に
掲
げ
る
事
項
は
、
い
わ
ゆ
る
紛
争
事
件
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
審
判
の
先
決
問
題
に
つ
い
て
も

　
当
事
者
間
に
争
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
に
、
家
庭
裁
判
所
の
判
断
の
限
界
を
制
限
す
る
な
ん
ら
の
規
定
が
な
い
こ
と
（
か
え
っ
て
、
法
七
六
八
条
三

　
項
、
八
七
九
条
な
ど
の
規
定
は
、
民
事
訴
訟
事
件
事
項
に
対
す
る
家
庭
裁
判
所
の
審
理
、
判
断
を
予
想
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
）

　
口
　
先
決
問
題
に
つ
き
争
が
あ
る
が
、
そ
の
程
度
が
軽
微
で
あ
る
と
か
、
ま
た
は
相
続
財
産
が
少
い
な
ど
の
た
め
に
当
事
者
が
自
ら
進
ん
で
民
事
訴
訟
を
提
起

　
す
る
意
欲
が
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

　
日
　
家
事
審
判
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
を
基
本
と
し
、
家
庭
の
平
和
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
家
族
の

　
生
活
関
係
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
、
干
渉
ま
た
は
後
見
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事
案
の
性
質
上
民
事
訴
訟
に
親
し
ま
な
い
と
の
見
地
か
ら
職
権
主
義

　
　
（
を
）
基
本
と
し
、
合
目
的
的
裁
量
的
処
分
に
よ
り
迅
速
・
公
平
に
処
理
さ
れ
る
点
に
民
事
訴
訟
と
異
な
る
特
色
が
あ
り
、
民
事
訴
訟
と
並
ん
で
紛
争
解
決
の

　
制
度
的
意
義
を
有
す
る
の
に
、
も
し
、
先
決
問
題
が
民
事
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
こ
と
の
た
め
に
審
判
で
き
な
い
と
解
す
る
と
き
は
、
こ
の
種
事
件
に
つ
い
て
は

　
制
度
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
こ
と

　
四
　
以
上
の
よ
う
に
解
し
な
い
と
右
口
の
よ
う
な
案
件
に
つ
い
て
は
解
決
で
き
な
い
こ
と

　
も
っ
と
も
、
家
庭
裁
判
所
が
前
記
の
よ
う
な
先
決
問
題
に
つ
き
判
断
し
て
も
、
既
判
力
を
有
し
な
い
か
ら
後
の
裁
判
に
よ
っ
て
判
断
を
く
つ
が
え
さ
れ
る
こ
と

　
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
遺
産
を
分
割
す
る
本
案
的
審
判
を
し
た
後
判
断
を
く
つ
が
え
さ
れ
る
と
、
法
律
関
係
は
複
雑
に
な
る
か
ら
、
現
に
先
決
問

　
題
に
つ
き
民
事
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
ま
た
は
当
然
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
は
本
案
的
審
判
を
す
る
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遺産分割審判における二つの問題点　e

か
ど
う
か
慎
重
に
考
慮
し
て
決
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
あ
く
ま
で
運
用
上
の
問
題
に
と
ど
ま
り
、
家
庭
裁
判
所
が
民
事
訴
訟
の
対
象
と
な

る
先
決
問
題
に
つ
き
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
論
拠
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
原
審
は
、
遺
産
分
割
協
議
の
無
効
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
権
限
に
属
し
な
い
と
し
、
抗
告
人
の
申
立
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
が
、
右
は
抗

告
人
の
申
立
の
趣
旨
を
正
解
し
な
い
か
、
ま
た
は
家
庭
裁
判
所
の
権
限
を
誤
解
し
た
も
の
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
抗
告
入
は
、
原
審
に
対
し
遺
産
分
割
の
審
判

の
申
立
を
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
遺
産
分
割
の
協
議
の
無
効
確
定
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
右
申
立
を
正
当
づ
け
る
た
め
に
、
右
分
割
協
議
が
そ
の
主

張
の
よ
う
な
理
由
で
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
家
庭
裁
判
所
は
右
分
割
協
議
の
有
効
・
無
効
を
調
査
・
審
理
・
判
断
す
る
権
限

を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
は
よ
ろ
し
く
右
分
割
協
議
の
有
効
無
効
に
つ
い
て
審
理
し
、
も
し
有
効
と
判
断
す
る
と
き
は
本
件
申
立
を
不
適
法
と
し
て
却

下
す
べ
く
、
も
し
無
効
と
判
断
す
る
と
き
は
改
め
て
分
割
の
審
判
を
す
べ
き
で
あ
る
．
」
（
鷲
攣
詔
鑛
号
、
㌃
、
一
噸
）

〔
η
〕
　
遺
産
は
す
で
に
共
同
相
続
人
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
分
割
協
議
に
よ
っ
て
有
効
に
分
割
を
終
了
し
て
い
る
も
の
と
認
め
て
、
遺
産
分
割
の
申
立
を
却

下
し
た
原
審
判
を
正
当
と
し
た
事
例
。

　
「
A
（
被
相
続
人
）
は
昭
和
三
四
年
一
月
二
三
日
本
籍
地
の
京
都
府
亀
岡
市
吉
川
町
吉
田
越
田
O
O
番
地
で
死
亡
し
同
人
に
つ
き
遺
産
相
続
が
開
始
し
た
。

相
続
人
は
亡
A
の
長
男
磧
、
次
長
協
及
び
四
男
X
（
抗
告
人
）
の
三
人
で
あ
り
、
遺
産
の
内
容
は
8
同
市
吉
川
町
吉
田
越
田
O
O
番
地
所
在
家
屋
番
号
二

二
番
木
造
瓦
葺
二
階
建
居
宅
、
建
坪
三
四
坪
六
合
七
勺
、
二
階
坪
六
坪
、
木
造
瓦
葺
平
家
建
物
置
建
坪
二
坪
二
合
二
勺
、
木
造
瓦
葺
平
家
建
便
所
建
坪
一
坪

四
合
四
勺
、
口
金
二
万
円
、
日
同
市
吉
川
町
吉
田
沢
O
O
番
地
田
一
反
四
畝
二
一
歩
及
び
四
右
同
所
O
O
番
地
田
五
畝
一
歩
で
あ
る
。
右
相
続
人
三
名
は
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
年
一
月
七
日
頃
右
遺
産
の
分
割
に
つ
き
各
自
の
自
由
な
意
思
に
従
っ
て
協
議
を
遂
げ
た
結
果
前
記
8
の
家
屋
を
相
続
人
Y
の
、
口
の
金
員
を
Y
の
各

単
独
所
有
と
し
、
前
記
口
及
び
四
の
田
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
つ
き
右
相
続
人
三
名
の
共
有
関
係
を
設
定
す
る
旨
の
合
意
が
成
立
し
、
右
協
議
の
結
果
を
記
載
し

同
日
付
遺
産
分
割
協
議
書
を
作
成
し
各
相
続
人
に
お
い
て
こ
れ
に
署
名
押
印
し
た
。
以
上
の
事
実
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
記
載
に
照
応
す
る
協
議
及
び
そ
の
た
結

果
と
し
て
の
合
意
は
何
等
実
質
上
共
同
相
続
人
間
に
成
立
し
た
こ
と
が
な
く
右
書
面
は
単
に
相
続
人
の
一
人
で
あ
る
X
が
そ
の
個
人
債
務
に
つ
き
債
権
者
か
ら

強
制
執
行
を
受
け
る
の
を
免
れ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
そ
の
単
独
の
意
思
に
基
い
て
作
成
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
旨
の
抗
告
人
主
張
の
事
実
は
こ
れ
を
肯
認
す

べ
き
何
等
の
証
拠
が
な
く
、
そ
の
他
前
記
認
定
を
覆
え
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

　
そ
し
て
遺
産
を
組
成
す
る
各
個
の
動
産
不
動
産
そ
の
他
の
財
産
に
つ
き
共
同
相
続
人
の
協
議
を
も
っ
て
そ
の
中
の
あ
る
物
を
相
続
人
中
の
一
人
の
単
独
所
有

と
し
、
爾
余
の
物
に
つ
き
共
同
相
続
人
に
よ
る
共
有
関
係
を
設
定
す
る
も
の
と
定
め
る
こ
と
も
遺
産
分
割
の
方
法
と
し
て
適
法
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か

く
し
て
設
定
せ
ら
れ
た
共
有
関
係
は
共
同
相
続
の
開
始
を
直
接
の
原
因
と
す
る
従
前
の
共
有
関
係
と
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
新
た

に
設
定
せ
ら
れ
た
純
然
た
る
通
常
の
共
有
と
し
て
民
法
第
二
四
九
条
乃
至
第
二
六
二
条
の
適
用
に
よ
っ
て
規
律
せ
ら
れ
る
べ
く
、
民
法
第
五
編
第
三
章
第
三
節
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の
適
用
を
受
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
被
相
続
人
A
の
遺
産
は
す
で
に
共
同
相
続
人
の
自
由
意
思
に
基
く
協
議
を
も
っ
て
有
効
に
分
割
を

了
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
右
遺
産
分
割
の
申
立
を
却
下
し
た
原
決
定
は
正
当
と
い
う
べ
く
本
件
抗
告
は
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却

す
る
．
」
（
驚
編
論
嶽
等
坐
撃

（
1
）
　
積
極
説
を
採
る
例
は
こ
れ
ら
の
他
に
、
仙
台
家
審
昭
三
五
・
九
・
一
〇
家
裁
月
報
一
三
巻
三
号
一
四
八
頁
、
東
京
高
決
昭
四
〇
・
四
二
判
例
タ
イ

　
　
　
ム
ズ
一
七
六
号
一
八
一
頁
、
大
阪
家
審
昭
四
〇
・
六
・
二
八
家
裁
月
報
一
七
巻
二
号
一
二
五
頁
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
な
お
、
分
割
協
議
の
成
否
を
家
庭
裁
判
所
が
判
断
で
き
る
か
の
問
題
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
民
事
訴
訟
で
遺
産
分
割
の
有
効
無
効
が
争
わ
れ
た

　
　
　
事
案
で
、
宇
都
宮
地
判
昭
三
五
・
一
二
・
二
六
（
家
裁
月
報
一
四
巻
二
号
一
四
六
頁
）
は
、
親
権
者
が
自
己
の
親
権
に
服
す
る
数
人
の
子
を
代
理
し
て

　
　
　
行
っ
た
遺
産
の
分
割
協
議
が
民
法
第
八
二
六
条
第
二
項
の
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
、
か
か
る
場
合
親
権
者
は
子
の
一
人
の
み
を
代
理
し
う
る

　
　
　
の
で
あ
っ
て
そ
の
他
の
子
遂
の
た
め
に
特
別
代
理
人
が
選
任
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
こ
の
手
続
を
経
な
い
で
行
わ
れ
た
協
議
に
基
づ
い
て
親
権

　
　
　
者
が
相
続
財
産
を
受
領
し
た
行
為
は
不
当
利
得
の
責
を
負
う
こ
と
と
し
た
。
遺
産
分
割
協
議
の
有
効
要
件
に
つ
き
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
。

　五
　
特
別
受
益
の
有
無

（
　
民
法
は
、
共
同
相
続
人
の
中
に
被
相
続
人
か
ら
遺
贈
を
受
け
ま
た
は
そ
の
生
前
に
婚
姻
や
養
子
縁
組
の
た
め
も
し
く
は
生
計
の
資
本
と
し
て

贈
与
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
ぎ
に
は
、
そ
れ
を
特
別
受
益
と
し
て
相
続
財
産
の
中
に
持
戻
し
て
遺
産
と
こ
れ
の
価
額
を
加
え
た
も
の
（
い
わ
ゆ

る
「
み
な
し
財
産
」
）
を
基
礎
と
し
て
各
相
続
人
の
相
統
分
を
算
定
し
、
特
別
受
益
者
に
つ
い
て
は
こ
の
相
続
分
か
ら
受
益
分
を
控
除
し
た
も

の
を
そ
の
相
続
分
と
す
る
方
法
で
各
蕎
魏
人
の
具
体
霜
続
分
藁
等
ゑ
し
て
い
ゑ
轟
遍
．
そ
し
て
遺
霞
、
相
続
開
始
か

ら
分
割
ま
で
の
時
日
の
経
過
と
そ
の
間
の
物
価
変
動
な
ど
に
よ
り
相
続
人
間
に
不
利
益
の
生
ず
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
算

定
さ
れ
た
具
体
的
相
続
分
の
割
合
を
分
割
時
の
遺
産
の
価
額
に
乗
じ
て
各
相
続
人
の
相
続
額
を
決
定
し
そ
れ
に
応
じ
て
分
割
さ
れ
る
と
す
る
の

が
学
説
、
審
判
・
決
定
例
と
も
に
通
説
で
あ
る
。
こ
の
遺
産
分
割
の
方
法
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
民
法

の
規
定
か
ら
、
共
同
相
続
人
の
中
に
特
別
受
益
者
が
い
る
か
否
か
、
相
続
人
が
生
前
に
被
相
続
人
か
ら
受
け
た
贈
与
が
特
別
受
益
に
該
当
す
る

か
否
か
は
遺
産
分
割
の
際
の
前
提
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
争
わ
れ
る
場
合
家
庭
裁
判
所
に
こ
れ
を
審
理
・
判
断
す
る
権
限
が
あ
る
か
が
問
わ
れ
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遺産分割審判における二つの問題点　e

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
マ

　
審
判
・
決
定
例
の
多
く
は
、
他
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
の
家
庭
裁
判
所
の
権
限
を
積
極
に
解
し
て
い
る
。
次
の
審
判
は
、
〔
4
〕
の
広
島
高

裁
決
定
の
原
審
で
あ
る
が
、
生
前
贈
与
が
特
別
受
益
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
家
庭
裁
判
所
の
権
限
を
遺
産
の
範
囲
に
つ
ぎ
争
い
が
あ

る
場
合
と
同
様
に
積
極
に
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
遺
留
分
を
侵
害
す
る
被
相
続
人
の
持
戻
し
免
除
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
も
同
様
の

立
場
か
ら
そ
れ
を
無
効
と
判
断
し
た
。

　
　
〔
B
〕
　
「
遺
産
の
範
囲
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
争
あ
る
場
合
に
、
家
事
審
判
手
続
で
遺
産
の
範
囲
を
確
定
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
多
少
疑
問
の
存
す

　
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
の
分
割
を
適
正
に
行
う
が
た
あ
に
は
争
あ
る
遺
産
の
範
囲
を
確
定
し
た
り
、
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
確
定
す
る

　
こ
と
は
、
当
然
の
前
提
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
は
遺
産
の
分
割
に
際
し
、
当
事
者
閥
に
争
あ
る
遺
産
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
も
の
と
解
す
る
。
こ
の
こ
と
は
民
法
第
九
〇
三
条
第
一
項
に
よ
り
相
続
財
産
と
み
な
す
べ
き
贈
与
か
否
か
に
つ
き
争
あ
る
場
合
に
も
同
様
に
解
す
べ
き
で

　
あ
る
。
」

　
　
「
こ
の
よ
う
に
し
て
現
有
遺
産
の
分
割
を
し
て
も
な
お
（
相
続
人
）
A
分
に
お
い
て
九
万
八
千
百
三
五
円
、
（
相
続
人
）
B
分
に
お
い
て
一
六
万
六
千
九
百
八

　
五
円
を
そ
れ
ぞ
れ
相
続
分
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
乙
の
相
続
分
は
即
ち
遺
留
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
前
項
解
明
の
通
り
で
あ
る
か

　
ら
民
法
第
九
〇
三
条
第
三
項
に
よ
り
保
護
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
は
、
共
同
相
続
人
の
遺
留
分
を
害
す
る
贈
与
又
は
遺
贈
が
あ
る

　
場
合
に
遺
産
分
割
手
続
に
お
い
て
直
接
贈
与
又
は
遺
贈
の
効
力
を
否
定
し
て
遺
産
を
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
惟
う
に
被
相
続

　
人
が
共
同
相
続
人
中
の
あ
る
者
に
均
分
相
続
分
を
起
え
て
相
続
を
さ
せ
る
意
思
を
表
示
し
た
場
合
は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
遺
留
分
を
害
し
な
い
限
度
で
そ
の

　
効
力
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
た
民
法
第
九
〇
三
条
第
三
条
の
規
定
は
、
減
殺
の
請
求
が
あ
る
ま
で
は
遺
贈
又
は
贈
与
の
効
力
を
認
め
る
一
般
遺
留
分
に
関
す
る

　
規
定
の
特
別
規
定
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
共
同
相
続
人
間
の
遺
産
分
割
の
手
続
は
、
遺
産
の
範
囲
の
確
定
、
相
続
財
産
と
み
な
す
べ
き
贈
与
又
は

　
遺
贈
の
認
定
、
そ
れ
ら
の
価
額
の
決
定
、
共
同
相
続
人
間
に
お
け
る
遺
留
分
を
害
す
る
遺
贈
ま
た
は
贈
与
の
存
否
の
認
定
等
一
連
の
関
連
に
お
い
て
処
理
す
べ

　
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
一
を
除
外
し
て
は
寛
に
遺
産
分
割
手
続
の
完
遂
は
期
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
は
遺
産
分
割
の
迅
速
適
正
の
麺
理
を

　
期
待
し
て
特
別
の
規
定
を
設
け
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
本
件
に
お
い
て
も
家
庭
裁
判
所
は
、
遺
留
分
を
害
す
る
贈
与
又

は
遺
贈
の
勢
を
璽
し
て
、
直
ち
に
そ
む
の
目
的
姦
っ
砦
の
に
つ
券
製
誓
こ
と
が
雲
る
の
で
あ
る
．
久
薫
蕪
肢
礪
、
護
撃
二
．

奮
）

　
　
（
1
）
　
〔
招
〕
の
ほ
か
に
積
極
説
を
採
る
も
の
と
し
て
は
、
東
京
家
審
昭
三
三
・
七
・
四
家
裁
月
報
一
〇
巻
八
号
三
六
頁
、
大
阪
高
決
昭
三
四
・
四
・
二
五
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家
裁
月
報
二
巻
六
号
二
八
頁
、
秋
田
家
大
曲
支
審
昭
三
七
・
六
・
一
三
家
裁
月
報
一
四
巻
一
〇
号
一
三
八
頁
、
福
岡
家
審
昭
三
八
・
九
二
工
家

裁
月
報
一
五
巻
一
二
号
一
七
二
頁
、
福
岡
高
宮
崎
支
決
四
〇
・
三
二
家
裁
月
報
一
七
巻
九
号
五
三
頁
、
高
松
高
決
昭
四
〇
・
四
・
一
九
家
裁
月
報
一

七
巻
五
号
五
七
頁
、
大
阪
高
決
昭
四
〇
・
四
・
二
二
家
裁
月
報
一
七
巻
一
〇
号
一
〇
二
頁
、
長
崎
家
島
原
支
審
昭
四
〇
・
二
・
二
〇
家
裁
月
報
一
八

巻
五
号
七
五
頁
、
岡
山
家
新
見
支
審
昭
四
二
・
二
・
二
五
家
裁
月
報
一
九
巻
九
号
六
一
頁
、
鹿
児
島
家
審
昭
四
四
・
六
・
二
五
家
裁
月
報
二
二
巻
四
号

六
四
頁
。
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